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低温科学研究所か全国共同利用研究所となって、針年月を迎えました。組織上の変  

革もさることながら、人の交流が活発になったことかす番犬きな変化だろうと患いま  

す。共同研究弼はⅧ0件をこえていますし、共同研究員の延べ人数は500人に達して  

います。人の往来は、お互いを刺激します。この刺激が実りある研究へと発展するこ  

とを期待していますが、同時に空騒ぎを心配しているのも事実です。世の中、イベン  

ト施行りの昨今ですが、研究は本来地道な努力の積重ねですから、人数よりも実質が  

大事なのは膏うまでもありません。この年報で、共同研究も含めた堅研究所のアクテ  

ィビティをご覧くだきい。  

また当研究所では、平成8年度から00E（G班tぱ餅如1em胱）研究機閣と観められ  
■ たのにともない、CO野師究プロジュタト「オホーツク癌と周辺陸域における大気一海  
洋一雪氷圏相互件用」を推進しています。本プロジュタトにつきましては、計画の段  

階から外部評価を実施し、国内外の研究者のご意見を反映するよう努めております。  

詳細ほ、別冊の報告書としてすでに公表しております。  

この年報にほ、研究・運営組織と実際の研究括臆ならびに19粥年1月から12月までの  

各教官の研究業績が収轟きれています。本冊子から低聴科学研究所の現状をご理解い  
ただくと共に、当研究所の活性化のために忌俸のないご意見、ご批判が寄せられるこ  

とを願う次第です。  

健 脚 草 堂 武康J  

蓬   



昭和16年11月  低温科学研究所設置  

物理学部門、応用物理学部門、気象学部門、海洋学部門、生物学部門、  

医学部門設置  

雪害科学部門増設  

i東上学部門増設  

附属流氷研究施設設置（紋別）  

雪崩観測室新築落成（問寒別）  

植物凍害科学部門増設  

研究棟（2，892平方米）新築落成  

低温棟（2，342平方米）新築落成  
融雪科学部門増設  

凍上観測室新築落成（苫小牧）  

低温生化学部門増設  

研究棟（1，064平方米）増築  

附属流氷研究施設宿泊棟新築落成  

融雪観測室新築落成（母子里）  

医学部門が生理学部門に転換、生物学部門が動物学部門に、低温生化学  

部門が生化学部門に名称変更  

降雪物理学部門増設  

降雪物理学部門廃止、雪氷気候物理学部門増設  

全国共同利用の研究所に改組  

寒冷海洋圏科学部門、寒冷陸域科学部門、低温基礎科学部門、寒冷圏総  

合科学部門の4大部門を設置  

分析棟（1，623平方米）増築   

昭和38年4月  

昭和39年4月  

昭和40年4月  

昭和40年11月  

昭和41年4月  

昭和43年3月  

昭和43年11月  

昭和45年4月  

昭和47年11月  

昭和48年4月  

昭和50年12月  

昭和53年2月  

昭和53年10月  

昭和54年4月  

昭和56年4月  

平成3年4月  

平成7年4月  
／／  

平成9年3月  



氏  名   在  任  期  間   備  考   

1．小 熊  拝   昭和16．12．8～23．3．31   

2．小 熊  揮   取扱  

3．青 木  廉   ／／23．10．15～25．10．14   

4．堀  健 夫   J／25．10．15～28．10．14   

5．吉 田 順 五   ／／28．10．15～31．10．14   

6．根 井 外書男   ／／31．10．15～34．10．14   

7．堀  健 夫   ／／34．10．15～37．3．31   

8．書田 順 五   ／／37．4．1－40．3．31   

9．吉 田 順 五   ／／40．4．1～43．3．31   

10．大 浦 浩 文   ／／43．4．1～44．3．10   

11．黒 岩 大 助   取扱  

12．朝比奈英 三   ／／44．4．21～47．4．20   

13．朝比奈 英 三   ／／47．4．21－50．4．20   

14．黒 岩 大 助   ／／50．4．21－53．4．20   

15．黒 岩 大 助   ／J53．4．21～55．4．1   

16．木 下 誠 一   ／／55．4．2－58．4．1   

17．木 下 誠 一   〃 58．4．2～61．4．1   

18．鈴 木 義 男   ／／61．4．2～平成元．3．31   

19．若 濱 五 郎   平成元．4．1－3．3．31   

20．匂 坂 勝之助   取扱  

21．藤 野 和 夫   ／／3．4．16～6．4．15   

22．藤 野 和 夫   ／／6．4．16～7．3．31   

23．秋田谷 英 次   ／／7．4．1～9．3．31   

24．本 堂 武 夫   ／／9．4．1～   

氏  名  授与年月 日  

朝比奈 英 三  

酒 井  昭  

石 田  完  

小 島 賢 治  

木 下 誠 一  

鈴 木 義 男  

坂 上 昭 →  

若 濱 五 郎  

茅 野 春 雄  

匂 坂 勝之助  

藤 野 和 夫  

昭和53年 4月2日  

昭和58年 4月2日  

昭和59年 4月2日  

昭和61年 4月1日  

昭和62年 4月1日  

平成元年 4月1日  

平成2年 4月1日  

平成3年 4月1日  

平成3年 4月1日  

平成6年 4月1日  

平成7年 4月1日   



平成9年10月1日現在  
職 員 数  

教 授  助教授  講 師  助 手  事務官  技 官  その他  合 計  客員援教ⅠⅠ種  客月教授Ⅲ惟   

14   14   21   15   13   12   90   

現 職 員  
所  長  教 授 本堂 武夫   

寒冷海洋圏科学部門  教 授 河村 公隆  教 授 竹内 謙介  教 授 藤吉 康志  

教 授 若土 正暁  助教授 石川 信敬  助教授 遠藤 辰雄  

助教授 大島慶一郎 助教授 中塚 武 助 手 大河内直彦  

助 手 川島 正行 助 手 河村 俊行 助 手 串田 圭司  

助 手 兄玉 裕二  助 手 鈴木準一郎   助 手 深町  康   

寒冷陸域科学部門  教 授 小林 大二  教 授 原 登志彦  教 授 本堂 武夫  

助教授 堀口  薫  助教授 水野悠紀子 助教授 山田 知充  

講 師 丹野 暗三  助 手 荒木  忠  助 手 石井 吉之  

助 手 大館 智志  助 手 島田 公夫  助 手 曽根 敏雄  

助 手 西村 浩一   助 手 堀  彰   

低温基礎科学部門  教 授 芦田 正明  教 授 香内  晃  教 授 前野 紀一  

教 授 吉田 静夫 助教授 成田 英器 助教授 早川 洋一  

助教授 藤川 清三  助教授 古Jll義純  助 手 荒川 圭太  

助 手 荒川 政彦  助 手 落合 正則  助 手 片桐 千傍  

助 手 竹澤 大輔  助 手 渡部 直樹   

寒冷圏総合科学部門  教 授 戸田 正憲 教 授 福田 正己  助教授 大串 隆之  

助教授 成瀬 廉二  助 手 白岩 孝行  

客員教授 山本 進一 外国人客員教授 ヴィノクロフ．N．N．   

非常勤研究員  池原  実  水田 元太   

研究支援推進月  五十嵐八枝子  江藤 典子 斎藤 健  柴田 明夫  

山本 孝造   

附属流氷研究施設  施設長 教授 青田 昌秋 助教授 白澤 邦男  

（技官 石川 正雄）（技官 池田 光雄）（技官 高塚 徹）  

主 任 石川 敬子  臨時用務員 山谷美弥子   

技  術  部  部長 教授 藤吉 康志  副部長 教授 青田 昌秋  

先任技術専門職月 大井 正行  

技術班長 瀬川 鉄逸  技術主任 石川 正雄  

技術主任 新堀 邦夫  技術官 石井 弘道  

技術官 池田 光雄 技術官 松本 慎一  技術官 安原 優子  

技術官 高塚 徹  技術官 中坪 俊一   

事  務  部  事務長 重金 昭雄  

（庶 務 掛）掛 長 春藤 赫一 事務官 大江 華人  

事務官 田中 夏子  
（会 計 掛）掛 長 板垣 忠良  主 任 水本 愛子  

主 任 脇  征治  主 任 大村 美枝  

事務官 高橋 宏市  技 官 須藤 正李  

（図  書  掛）掛 長 岡本 意吉  事務官 猿橋キヨミ  

（第一研究協力室）主 任 石窪 順子 事務補助員 市原 ゆき  

事務補助員 佐藤  円  
（第二研究協力室）主 任 栗原 容子 事務補助員 木田橋香織  

（第三研究協力室）主 任 新山 尚子 事務補助員 植松 泰子  
（低温機関室）技 官 佐々木 明  技 官 伊藤 勝美  



MARINE AND ATMOSPHERIC SCIENCE RESEARCH SECTION  

PROFESSORS：  

KAWAMURA，Kimitaka，D，Sc．，OrganicGeochemistryandAtmosphericChemistry  

TAKEUCHI，Kensuke，D，Sc．，Air－SeaInteractionandClimateChange  

FUJIYOSHI，Yasushi，D．Sc．，MesoscaleMeteorology  

WAKATSUCHI，Masaaki，D．Sc．，PhysicalOceanography；Atmosphere－Ice－OceanInteraction  

ASSOCIATE PROFESSORS：  

ENDOH，Tatsuo，D，Sc．，AtmosphericScienceandCloudPhysics；PhysicalProcessofSnowCrystal  

Formation；CloudStructure  

OHSHIMA，KayI．，D．Sc．，PhysicalOceanography；Ice－OceanCoupledSystem  

NAKATSUKA，Takeshi，D．Sc．，IsotopicGeochemistryandMarineChemistry  

INSTRUCTORS：  

OHKOUCHI，Naohiko，D．Sc．，Geochemistry  

KAWASHIMA，Masayuki，M．Sc．，MesoscaleMeteorology  

KAWAMURA，Toshiyuki，D．Sc．，Glaciology；Sea－IceGrowthandStructure  

FUKAMACHI，Yasushi，Ph．D．，PhysicalOceanography；Ice－OceanCoupledSystem  

ThemajorresearchpurposeofthissectionistoclarifyclimatologlCalandbiogeochemicalrolesof  

high－1atitudinalseas，eSpeCiallylCe－COVeredseas．Forthispurpose，WepreSentlyadopttheSeaof  

Okhotskasaseasonalseaicezonestudyarea，WhichislocatedinthelowestlatitudeintheNorthern  

HemisphereandisbelievedtobetheoriginofNorthPacificIntermediateWater・Thissectionisalso  

composedofscientistswhohavevarietiesofbackgrounds，i・e・・meteOrOlogy，physicaloceanography・  

geochemistry，isotopegeochemistryandglaciology・Weareplanningtopromoteinternationaljoint  

prOgramS・  

Currentresearchprograms：  

1）Atmosphere－OCeaninteractionintheseasonalseaiceregion・  

2）ProcessesfortheformationofNorthPacificIntermediateWater・  

3）Growthhistoryofseaiceandmechanismsforspatialandtemporalvariationsinicecover・  

4）Dynamicsofmesoscalephenomenaintheatmosphereandocean・  

5）Geochemicalcyclesoforgamicmaterialsintheatmosphereandocean・  

6）Polaratmosphericchemistryandicecorechemistry・  

部門は、寒冷海洋圏、特に海水域の仝球的気候における役割の解明を最大の研究目標にしている0海氷  

は太陽からの放射エネルギーの大半を反射し、大気・海洋間の熱交換を著しく抑制する働きをもつ。一  当   

方、海氷が形成する際に生成する高塩分水は深層水の源であり、世界の海洋大循環に大きな役割を果たしてい  

る。   

当部門では、北半球で最も低緯度に位置する季節海水域として、また近年、北太平洋中層水の起源水の生成  

5   



域として注目されている、オホーツク海を当面の研究対象域と位置づけ、そこでの詳細な観測を行いつつ、学  

際的な研究の推進をめぎす。以下に示す、多くの研究課題に取り組むために不可欠な、いろいろな研究分野（気  

象学、海洋物理学、地球化学、同位体地球化学、雪氷学）、研究手法（観測、化学分析、データ解析、】jモー  

トセンシング、モデリング）をもつ研究スタッフから構成されているのも当部門の大きな特色である。また、  

国際共同研究にも積極的に取組んでいく。  

研究テーマ  

（1）海水域における大気一海洋相互作用  

（2）北太平洋中層水の起源水の形成機構  

（3）海氷の成長履歴とその変動機構  

（4）大気と海洋のメソスケール現象の力学  

（5）大気と海洋における有機物質の地球化学的循環  

（6）極域大気化学とアイスコアの化学  

CRYOSPHERE SCIENCE RESEARCH SECTION  

PROFESSORS：  

KOBAYASHI，Daiji，D．Sc．，SnowHydrology；SnowmeltRunoffProcesses  

HARA，Toshihiko，D．Sc．，PlantEcology  

HONDOH，Takeo，D．Eng．，SolidStatePhysics；Ice CoreResearch  

ASSOCIATE PROFESSORS：  

ISHIKAWA，Nobuyoshi，D．Sc．，Boundary－LayerMeteorology；Micrometeorology  

NARITA，Hideki，D．Sc．，PhysicalPropertiesofSnow，IceandEnvironments；IceCoreResearch  

NARUSE，Renji，D．ScリDynamics of the AntarcticIce Sheet and Glaciers；Mechanism of Glacier  

Variations  

HORIGUCHI，Kaoru，D．ScリPhysiochemicalProperties ofClay Materials；Properities ofUnfrozen  

Water in Frozen Soil 

MIZUNO，Yukiko，D・Sc・，Physics；MechanicalPropertiesofIceunderHydrostaticPressure；Recrys－  

tallization Processesin DeformedIce  

YAMADA，Tomomi，D．Sc．，Glacio－HydrologicalStudiesinGlacialLakeFormation，RecentVariation  

of ablation in Antarctica 

LECTURERS：  

TANNO，Kouzou，D・Sc・，AnimalPhysiology；Cryobiology；Frost－ResistanceandEcology ofOver－  

winteringInsects  

INSTRUCTORS：  

ISHII，Yoshiyuki，D．Sc．，BasinHydrology；ChemicalDynamicsofStreamflowGeneration  

KODAMA，Yuji，Ph・D．（Univ・OfAlaska），BoundryLLayerMeteorology；PolarMeteorology；Snow－  

melt Runoff Processes  

SHIRAIWA，Takayuki，Ph・D・inEnv・Sc・，MassBalanceofGlaciers；GlacialandPeriglacialGeomor－  

phology  
SUZUKI，Junichirou，Ph．D．，PlantEcology；EvolutionaryBiology   

6   



SONE，Toshio，Ph．D．inEnv，Sci．，Geomorphology；PeriglacialProcessesinColdEnviroments；Alpine  

Permafrost Occurrence in Hokkaido 

NISHIMURA，Kouichi，D．Sc．，DynamicsofSnowAvalancheand BlowingSnow  

HORI，Akira，D．Eng．，MaterialsScience  

l）Atomisticstructuresoficeandclathratehydrates；Physicalpropertiesofpolaricecores．  

2）Freezingcharacteristicsofinterfacialwater；Deformationmechanismsofpolycrysta11ineice．  

3）Hydrologiccyclein asnowydrainagebasin；Arealsnow accumulation and ablation；Arealheat  
balanceinadrainagebasin；Boundary1ayermeteorology；Snowmeltdischarge；Comparativesnow  
hydrology；Forestmeteorology；Chemicaldynamicsofsnowandsoil．4）Mechanismofavalanche  

release（Weak－1ayerinsnowcover，aValancheforecast）；Dynamicsofglaciersandicesheets（Glacier  

variations，Characteristicsofglacialflow，Quaternaryglaciation，deductionofpaleoclimatefromice  

properties）；Fluidizationofsnowdynamicsofmixeduphasesnowflowinrelationtothemechanismof  
blowingsnow，SnOWpaCCretionandsoon；PalsaformationintheDaisetsuMountain；Permafrost．  

5）Ecologyandphysiologyofcold－hardinessofinsects；Phenologicalanddevelopmentaldivergenceof  

plantlifehistoriesinthecoldclimate；Ecologyofforestandgrasslandplantcommunities．  

球規模の気候システムの中で、寒冷陸域における雪氷及び生態系の矧生について地球科学及び環境科学  

の両面から総合的に研究する。研究分野は雪氷変動、融点附近の雪氷現象、雪氷循環、雪氷気象、雪氷  地   

環境、氷河・氷床、寒冷生物圏変動等に分かれる。   

上記の研究分野を雪氷の循環に従って記載すると次のようになる。降雪が地上の積雪となってからの変態及  

びその水量の地球上の分布状態はどうなっているか等の研究分野がまず挙げられる。積雪も極地においては長  

年の堆積の結果、氷河氷床を形成する。氷河・氷床等はその生成過程における地球の気候変動を記録している。  

又地球上の積雪の分布は寒冷地域の気象と強い相互作用を有し、永久凍土、植物群集の動態及び生態系等と密  

接に関連している。積雪地域では地吹雪が発生し、山地では雪崩が発生する。又融雪は洪水をもたらす。氷床  

の融解は汎世界的な海面上昇をもたらし、氷河の衰退によって生まれた氷河湖は決壊洪水を発生させる等、積  

雪や氷河は災害問題とも関連している。上記の雪氷の素過程の研究の他に、地球上の雪氷及び生態系の総合的  

研究が必要となり、南極、スピッツベルゲン、ロシア北方城、カムチャッカ、カナダ、アラスカ、パタゴニア、  

ネパール等において共同の研究観測調査を行っている。  

研究テーマ  

（1）極地氷床コアの物性解析と気候・環境変動  

（2）末凍水の低温特性に関する研究  

（3）多結晶氷の変形と微視過程  

（4）流域における水循環過程  

（5）雪氷一大気相互作用  

（6）表層雪崩の発生予知  

（7）氷河の変動特性  

（8）流動雪の動的特性  

（9）雪氷災害の機構  

（10）気候変動と永久？東土  

（11）雪・氷の物理的性質の研究  

（12）昆虫の耐寒性の生態生理学  

（13）寒冷陸域における比較植物相と植物群集の成立、更新、維持機構  

（14）難着雪氷塗料の開発   



BASIC CRYOSCIENCE RESEARCH SECTION  

PROFESSORS：  

ASHIDA，Masaaki，D．Sc．，InsectBiochemistryandPhysiology  

KOUCHI，Akira，D．Sc．，PlanetaryScineces；OriginofComets；PhysicalPropertiesofAmorphousIce  

MAENO，Norikazu，D．Sc．，ElectricalandMechanialPropertiesofSnowandIce；PressureSintering  

OfIce；FludizationofSnow；Cosmoglaciology  

YOSHIDA，Shizuo，D・Sc．，PlantEnvironmntalPhysiology；EnvironmetalResponsesofPlantCells  

ASSOCIATE PROFESSORS：  

HAYAKAWA，Youichi，D・Sc．，Insect Biochemistry，PhysiologyandMolecular Biology；Envioron－  

mentalResponsesofInsects  

FUJIKAWA，Seizo，D・AgrリPlantPhysiology；Cryobiology；LowTemperatureResponsesfoPlant  

Cells  

FURUKAWA，Yoshinori，D．Sc．，CrystalGrowth；SurfaceScience；PatternFormation  

INSTRUCTORS：  

ARAKAWA，Keita，D・Agr．，PlantBiochemistry；EnvironmentalResponsesofPlantCells  

ARAKAWA，Masahiko，D．Sc．，Geophysics；Cosmoglaciology  

ARAKI，Tadashi，D・ScリBiochemistry；MetabolicRegulationinBacterialResponsestoStress  

OCHIAI，Masanori，D．Sc．，BiocemistryandPhysiology  

KATAGIRI，Chihiro，D・Sc・，BiochmistryandBiophysicsofLipoproteins  

SHIMADA，Kimio，D・ScリInsectPhysiology；Cryobiology；ColdAdaptationandDiapauseinInsects  

TAKEZAWA，Daisuke，Ph・D・，（WashingtonStateUniv．），PlantPhysiologyandMolecularBiology  

WATANABE，Naoki，D．Sc．，AtomicandMolecularPhysics  

Dynamicalmechanisms ofvarious physicaland biologicalphenomena related to snow andice，  

physicalpropertiesoficeatlowtemperaturesandhighvacuumconditions，physiologicalandbiochemiT  

Calmechanismsofcoldadaptationinplantsandinsects，biochemicalandmolecularbiologlCalinterac－  

tionsbetweeninsectsandenvironmentsincludingphysiologicalinterrelationshipbetweenparasiteand  

hostinsects，andothers．  

部門では、低温および特殊環境下での自然現象・生命現象を物質科学および生命科学的側面から実験的  

に研究している。研究分野は、雪氷物性、惑星科学、生物適応科学、生命科学、その他である。研究内  当   

容は、水および雪氷に関連する様々な物理現象、生命現象の動的メカニズムについての研究、太陽系惑星空間  

に存在する極低温、超真空等の極限状態の氷についての実験的研究、寒冷環境に対する生物の適応機構につい  

ての研究、生物問および生物一環境相互作用に関する生化学的、分子生物学的研究、その他である。  

研究テーマ  

（1）フェノール酸化酵素カスケードの研究  

（2）外骨格の生体防御における機能に関する研究  
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（3）水天体の起源と進化の研究  

（4）雪氷の基礎物性と宇宙雪氷の研究  

（5）亜熱帯植物の低温に対する細胞応答機構  

（6）植物の耐凍性機構に関する分子生物学的研究  

（7）寄生蜂による宿主昆虫の発育阻害のメカニズムの解明  

（8）寄生蜂の宿主昆虫生体防御系からの回遊のメカニズムの解明  

（9）植物細胞の氷点下温度への適応機構  

（10）相転移現象のダイナミクスに関する研究  

（11）雲の光学特性の研究  

（12）蛋白と脂質の相互作用とその水和特性  

（13）星間分子の生成機構  

（14）植物の低温耐性の分子機構に関する研究  

（15）氷天体の衝突集積過程に関する実験的研究  

（16）氷衛星のレオロジーに関する実験的研究  

（17）微生物の低温適応に関する比較生化学的研究  

（18）好冷ビブリオ菌における蛋白質合成及び分解の環境温度に対応した調節機構  

（19）永久凍土中に存在するメタンハイドレイトの諸物性に関する研究  

（20）液性生体防御における異物認識の分子機構  

（21）昆虫血液リボホリンの構造と機能  

（22）昆虫の寒冷地適応の研究  

（23）昆虫の休眠誘導の分子機構に関する研究  

BOREAL ENVIRONMENTAL SCIENCES RESEARCIISECTION  

PROFESSORS：  

TODA，Masanori，J．，D．Sc．，CommunityEcology；SystematicsandBiogeographyofDrosophilid  

FUKUDA，Masami，D．Sc．，Cryogeomorphology；SoilMoistureMovementduringFreezing；Permafrost  

OccurrenceinSiberia andAntarcicaArea  

ASSOCIATE PROFESSORS：  

OHGUSHI，Takayuki，D．Agr・，PopulationEcology；Insect－PlantInteractions  

INSTRUCTORS：  

OHDACHI，Satoshi，D．Sc．，AnimalEcology；Mammalogy  

KUSHIDA，Keiji，Ph．D．，RemoteSensing；ImageInterpretation；RediativeTransferinvegetation   

（ClimateChangeResearchGroup）  

InArcticandAntarcticregions，Climatechangetendstooccurmoredistinctivelyandsensitivelythan  

otherregions．Inlast5years，thegrouphasengagedinanintensivefieldsurveyineasternSiberian  

Permafrostregions．TherewildlydistributestundrawetlandinSiberia，Whereconsiderableamounts  

ofMethaneemitintoAtmosphereastocausefutureglobalwarming・InSiberianPermafrost，grOund  

iceaccumulatedinlargescaleinLastGlacialPeriodsUnderrecenttrendsofwarming，grOundicethaw  
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SOthatstoredMethaneinicereleasestoatmosphere．Thegroupwithmanygraduatestudentsfocuses  

Onthedynamic changes ofSiberian Permafrostinspecially related to GlobalClimate Changewith  

COOperatingwithIGBPrNES（NorthernEurasianStudy）．  

（BiodiversityResearchGroup）   

Weaimatrevealingthepatternsofbiodiversityandthemechanismsofitsestablishment，mainte－  

nance，andchangesincommunities．Thefollowingresearchprojectsarebeingconducted：1）inventory  

Ofpresentbiodiversitiesandmonitoringoffuturechanges，and2）studiesofchangesindistributionof  

biotasdueto・paStandfutureclimaticchanges．Tofullyunderstandpossiblemechanismsresponsible  

formaintenanceandpromotionofくtBiodiversity”，Wehavecurrentlyfocusedonanimal－plantinterac－  

tionsandspatio－tempOraland／orgeneticstructuresofpopulationsinafluctuatingenvironment．  

寒冷域の海洋圏、地圏および生物圏にまたがる自然現象を総合的に研究する。  

気候変動   

南北両極地域では、気候変動が他の地域よりも顕著にまた鋭敏に出現する。当研究分野グループでは過去5  

年間シベリア永久凍土の調査を手がけてきている。シベリアに広範に分布するツンドラではかなりの分量のメ  

タンガスが放出され、将来の温暖化への影響が懸念される。また永久凍土中には最終氷期に集積した地下氷が  

存在し、そこに貯留されたメタンガスが凍土の融解で大気へ放出されている。当研究分野では多くの大学院生  

の参加を得てシベリア永久凍土の動的変化に注目して研究を遂行している。これは地球温暖化への関連をもち、  

IGBP－NESプロジェクトと連携している。  

生物多様性   

生物群集の多様性パターンとその成立、維持、変動のメカニズムを明らかにするために、1）生物多様性の  

現状把握とモニタリング、2）気候変動による生物分布圏の変動に関する研究を行う。生物多様性の維持促進  

機構としての生物間相互作用（主に植物と動物の相互作用）および生物集団の時間的・空間的・遺伝的構造に  

ついての研究を進めている。  

研究テーマ  

（1）古気候の復元、極地における気候変動の特性把握、シベリア永久凍土地域の凍土圏変動と気候変動の関  

連、地盤凍結工法の研究、凍上機構についての実験的研究  

（2）ショウジョウバエ群集の生物多様性、ショウジョウバエ類の系統分類学、生物地理学  

（3）植物と動物の相互作用系、個体群生態学と自然選択  

（4）北東アジア地域における小哺乳類の群集生態学  

SEAICE RESEARCIILABORATORY  

PROFESSORS：  

AOTA，Masaaki，D．ScリPhysicalOceanography  

ASSOCIATE PROFESSORS：  

SHIRASAWA，Kunio，D・Sc・，PhysicalOceanography；PolarOceanography；Air－SeaIceInteraction  

施設は、オホーツク海北海道沿岸の流氷を検知するための流氷観測用レーダー綱を備えている。施設設  
置（1965年）以来、このレーダー網による流氷の分布、流動についての研究が続けられてきた。また、対   



馬暖流分岐一宗谷暖流－の観測が行われ、その流動機構がほぼ明らかにされた。  

1986年には、紋別港内に、氷海域気象・海象観測塔（流氷タワー）を敷設、さらに1991年にはサロマ湖畔に気  

象観測ステーションを設置し、この流氷タワー周辺海域およびサロマ湖を水練海のモデル海域と考えて、海氷  

生成に伴う、大気一海洋の相互作用、生物環境への影響等の研究を進めている。   

海氷域、特に氷縁域の季節や年変動は、大気一海洋間の熟収支・物質収支、ひいては全地球規模の気候変動  

に大きく関与している。また水練域は海氷域に比べ海洋生物生産が著しい。当施設では、海氷域および氷縁域  

での海洋過程を研究するために、米国・アラスカ大学、カナダ・マギル大学・ラバール大学・漁業海洋省と共  

同で、高緯度海域（ボフォート海、ハドソン湾、カナダ北極海）と水練海（オホーツク海）の気象・海象現象、  

海洋生物環境の比較研究を行っている。   

また、ポリニアと呼ばれる海氷野中の開水面も海水域と比べ生物生産が高いが、束グリーンランドのNartheast  

WaterPolynyaにて、Polynyaの生成・維持機構の解明およびエネルギー・フラックスの観測の研究計画に参  

加している。   

ロシア共和国・サハリンの海氷研究者と共同で、サハリン北部の海氷域で、海氷生成に伴う、大気【海洋間  

相互作用の研究を開始した。この成果は、オホーツク海南部の水練域の研究成果と比較される。   

研究テーマ  

（1）オホーツク海北海道沿岸の流氷勢力の長期変動について  

（2）アルゴスブイによるオホーツク海流氷の漂流調査  

（3）結氷海域における大気一海洋の相互作用  

（4）サハリン北部海氷調査  

（5）北極海、氷縁域の海氷生成が海況および海洋生物に与える影響についての比較研究  

（6）NartheastWaterPolynyaにおけるエネルギー・フラックスの観測  

（7）海氷生長過程における海洋一海氷の相互作用  

（8）1年氷を通じてのエネルギー・フラックスの観測的研究  
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（平成8年）  

＊は、レフェリー別のあるジャーナルに掲載  

寒冷海洋圏科学部門  

河 村 公 隆（KAWAMURAKimitaka）・教授  

1 学術論文  

1）K．Kawamura，S．SteinbergandI．R．Kaplan：“Concentrationsofmonoranddi－Carboxylicacidsand  

aldehydesinsouthernCaliforniawetprecipitations‥COmparisonofurbanandnon－urbansamplesand  

compositionalchangesduringscavenging，”Atmos．Environ．，30‥1035－1052（1996）＊   

2）R．SempereandK．Kawamura：“Lowmolecularweightdicarboxylicacidsandrelatedpolarcompounds   

intheremotemarinerainsamplescollectedfrom westernPacific”，Atmos．Environ．，30：1609－1619  

（1996）＊   

3）K．Kawamura，H．KasukabeandL．A．Barrie：“Sourceandreactionpathwaysofdicarboxylicacids，  

ketoacidsanddicarbonylsinarcticaerosoIs：OneyearOfobservations”，Atmos．Environ．，30：1709－1722  

（1996）＊   

4）K．Kawamura，I．Suzuki，Y．FujiiandO．Watanabe：“Icecorerecordoffattyacidsoverthepast450  

yearsinGreenland”，Geqi）hysicalRes．Lett．，23：2665－2668（1996）＊   

5）K．Kawamura，R．Sempere，Y．Imai，M．HayashiandY．Fujii：“Watersolubledicarboxylicacidsand  

relatedcompoundsintheAntarcticaerosoIs”，］．Geqphys．Res．，101（D13）：18721－18728（1996）＊   

6）K．Kawamura，A，Yanase，T．Eguchi，T．MikamiandL．A．Barrie：“Enhancedatmospherictransport  

ofsoilderivedorganicmatterinspringoverthehighArctic”，Geqi）毎sRes．Lett．，23：3735－3737（1996）＊   

7）K．Kawamura，K．Yokoyama，Y．Fujiiand O．Watanabe：“Verticaldistirbutions oflow molecular  

weightdicarboxylicacidsintheGreenlandicecore”，Mem．∧わtl．Inst．1bhlr Res．，51（Spec．Issue）：  

373383（1996）＊   

8）今井美江，河村公隆：「東京における雨・雪及びエアロゾル中のジカルポン酸、ケトカルポン酸、ジカルポ  

ニルの分布と季節変化」，『Res．OrganicGeochemistry』，11：6166（1996）＊   

9）錦織睦美，河村公隆，林政彦，藤井理行：「南極エアロゾル中のモノおよびジカルポン酸とオキソ酸」，『地  

球化学』，30：2734（1996）＊  

10）大河内直彦，和田英太郎，河村公隆，平朝彦：「アルケノン生産量と窒素同位体比の関係」，『月刊海洋』，28  

：493497（1996）  

竹 内 諌 介（TAKEUCHIKensuke）・教授  

1 学術論文  

1）M．Honda，K．Yamazaki，Y．Tachibana andK．Takeuchi：“Infuluence ofOKhotsksea－iceextent on  

atmosphericcirculation”，Gepphys．Res．Lett．，23（24）：3595r3598（1996）＊  
2 総説，解説，評論等   

1）「海洋・大気・雪氷の相互作用一地球規模気候システムにおける高緯度海洋の役割」（総説），『雪氷』58（5）  

：3891392（1996）  

3 著 書  

（2）共 著  

1）上田博，竹内謙介，住明正：「気象海洋観測」，224－247（平朝彦他：『地球の観測』，岩波書店，東京）（1996）  

藤 吉 康 志（FuJIYOSHIYasushi）・教授  

1 学術論文  

1）藤吉康志，武田喬男，藤田岳人，小尻利治，池田繁樹，宝 馨：「複雑山岳地形が風下の降雪分布に及ぼす  
効果一浪尾平野を例として一」，『天気』，43：393408（1996）＊   

2）Y．Fujiyoshi，K．Kodama，K．Tsuboki，K．Nishimura，andN．Ono：“Structure ofcoldairduringthe  

development ofabroadbandcloudanda meso－β－SCalevortex：Simultaneoustwo－pOintradiosonde  

observations”，JMeteor．Soc．j卸an，74：28ト297（1996）＊   

3）Y．Fujiyoshi，andK．Muramoto：“Theeffectofbreakupofmeltingsnowflakesontheresultingsize  
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distributionofraindrops”，JMeteor．Soc．j卸an，74：343353（1996）＊  

4 学術講演（招請講演のみ）  

1）「メソ降水雲系の研究発展と航空機」，日本気象学会秋季大会シンポジウム，名古屋（1996）  

若 土 正 暁（WAKATSUCHIMasaaki）・教授  

1 学術論文  

1）T・Ishikawa，J・Ukita，K．Ohshima，M．Wakatsuchi，T．YamanouchiandN．Ono：“Coastalpolynyasoff  

EastQueenMaudLandobservedfromNOAAAVHRRdata”，JOceanqgr．，52：389－398（1996）＊   

2）N．WorthD．Jr．，N．Smith，G．Needler，PeterK．Taylor，R．We11er，R．Schmitt，L．Merlivat，A．Vezina，  

A・Alexiou，M．McPhadenandM．Wakatsuchi：“Anoceanobservingsystemforclimate”，助Iletin〆  

A∽gγgCα乃〟g知和物わαJ5bcわ砂，77：22432273（1996）＊   

3）“Apossiblelocation ofsinking oftheJapan Seabottomwaterformation”，Proc．Fburth CRBAMS  

晰）戒sぁゅ，1／7おd加ざわ凰57－61（1996）   

4）「オホーツク海研究の展望」，『月刊海洋』，28：523526（1996）   

5）渡辺達郎，若土正暁：「北太平洋中層水の起源」，『月刊海洋』，28：559－562（1996）   

6）若土正暁，大島慶一郎，竹内謙介：「オホーツク海研究プロジェクトの提案」，『月刊海洋』，28：579－582（1996）   

7）「オホーツク海研究の今後」，『細水』，42二2－8（1996）  

遠 藤 辰 雄（ENDOH Tatsuo）・助教授  

1 学術論文  

1）T．Takahashi，T．Endoh，K．Muramoto，C．Nakagawa andI．Noguchi：“Influence of the growth  

mechanisumofsnowparticlesontheirchemicalcomposition”，Atmo4）hericEnvironment，30（10／11）：  

16831692（1996）＊   

2）K．Muramoto，K．Matsuura，M．Furukawa，T．EndohandT．Harimaya：“Relationshipbetweenraindrop  

Sizedistributionandrainfallrate”，P7VCeedings qf12thlCCP（2hrich），101－104（1996）   

3）T．EndohandT．Takahashi：“Importanceofar15deg．Ctemperaturelevelonprecipitationprocesses  

incloud”，Proceedingsof12thICCP（Zurich），240－243（1996）   

4）T．TakahashiandT．Endoh：“Supercooledcloudtunnelstudiesontheriminggrowthofsnowcrystals”，  

伽ceedZ櫛〆12挽JCCP（ゑ‘わc軋297－300（1996）   

5）H．Konishi，M．WadaandT．Endoh：“Studiesonthecharacteristicsofprecipitationphenomenaobtained  

byradarobservationsatsyowastation，Antarctica”，P7VCeedings〆12thICCP（2hrich），664－667（1996）  

大 島 慶一郎（OHSHIMAKeiichiro）・助教授  

1 学術論文  

1）K．I．Ohshima，T．Takizawa，S．Ushio，andT．Kawamura：“SeasonalvariationsoftheAntarcticcoastal  

oceaninthevicinityofLutzow－HolmBay”，Joumalqf Gepi，hysicalReseanh，101（C9）：2061720628  

（1996）＊   

2）T．Ishikawa，J．Ukita，K．I．Ohshima，etal：“CoastalpolynyasoffEastQueenMaudLandobservedfrom  

NOAAAVHRRdata”，Journalqf Ocean（哲7て砂毎，52：389398（1996）＊  

中 塚  武（NAKATSUKATakeshi）・助教授  

1 学術論文  

1）U．Tsunogai，J．Ishibashi，H．Wakita，T．Gamo，T．Masuzawa，T．Nakatsuka，Y．Nojiriand T．  

Nakamura：“Freshwaterseepageandporewaterrecyclingontheseafloor：SagamiTroughsubduction  

zone，Japan”，ElrthandPhlneta77ScienceLetteY，138：157－168（1996）  

2 総説，解説，評論など  

1）「有機物の炭素・窒素安定同位体比－その外洋表層環境の復元の論理」，『月刊海洋 号外』，11：148－154（1996）  

大河内 直 彦（OHKOUCHINaohiko）・助手  

2 総説，解説，評論など  

1）和田英太郎，大河内直彦：「第5章 生態システム」（総説），（『岩波講座 地球惑星科学 第2巻 地球シ  
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ステム科学』，145－184，岩波書店，東京，1996）  
2）大河内直彦，和田英太郎，河村公隆，平朝彦：「アルケノン生産量と窒素同位体比の関係」（解説），『月刊海   

洋』，28：493496（1996）  

3）大河内直彦，平朝彦：「深海底堆積物に保存される古環境情報」（解説），『月刊海洋』，11：143－147（1996）  

河 村 俊 行（KAWAMURAToshiyuki）・助手  

1 学術論文  

1）］．Ukita，N．Tanaka and T．Kawamura：“Anisotopic study on seaicein the Sea of Okhotsk”  

P和Cβeゐ郷〆加ゎγ搾α如乃αJl穐祓5ゐ坤0死了Ⅵg O肋0ね々5eαα乃dAγCタブら90－94（1996）   

2）K．I．Ohshima，T．Takizawa，S．UshioandT．Kawamura：“SeasonalvariationsoftheAntarcticcoastal  

oceaninthevicinityofLutzowHolmBay”，JGeQPjo7S．Res．，101（C9）：2061720628（1996）＊  

深 町  康（FuKAMACHIYasushi）・助手  

4 学術講演（招請講演のみ）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）“A NumericalInvestigation of the MarginalIce Zone Using a SimpleIceLOcean Coupled Model”，  

InternationalWorkshoponTheOkhotskSeaandArctic；thePhysicsandBiogeochemistryimpliedto  
theGlobalCycles，Tokyo（1996）   

2）Y．Fukamachi，M．Wakatuchi，K．Taira，S，Kitagawa，A．Takahashi，K．Oikawa，H．Yoritaka，S．Ushio，  

A．Furukawa，M．Fukuchiand T．Yamanouchi：“Mooring measurement off Wilkes Land”，ⅩⅠⅩ  

SymposiumonPolarBiology，Tokyo（1996）  

寒冷陸域科学部門  

秋田谷 英 次（AKIRAYAEiji）・教授  

2 総説，解説，評論等  

1）「雪形に期待する」（総説），『砂防と治水』，113：4－6（1996）  

原  登志彦（HARAToshihiko）・教授  

1 学術論文  

1）Y．KubotaandT．Hara：“Allometry andcompetitionbetweensaplingsofPiceajezoensisandAbies  

sachalinensisinasub－borealconiferousforest，nOrthernJapan”，AnnatsdBotay切77：529－537（1996）＊   

2）B．Li，A．R．WatkinsonandT．Hara：“Dynamicsofcompetitioninpopulationsofcarrot（Daucusca7Via  

L．）”，A犯乃αね〆β0ね笹り，78：203214（1996）＊   

3）M．Yokozawa，Y．KubotaandT．Hara：“Crownarchitectureandspeciescoexistenceinplantcommu－  

nities．”AnnaLs qfBoiany，78：437－447（1996）＊   

4）Y．Kubota andT．Hara：“Recruitment processes and species coexistencein a sub－borealforestin  

northernJapan”，AnnaLs〆Boia7W，78：741L748（1996）＊  

3 著 書  

（2）共 著  

1）M．島ratekandT．Hara：“UrticadioicaL．radominantplantofabandonedfloodplains”，147－153（K．  

Prach，J．Jenik andA．R．G．Large：FloodplainMonagement，SPBAcademic  Publishing，TheHague，  
TheNetherlands）（1996）   

本 堂 武 夫（HoNDOH Takeo）・教授  

1 学術論文  

1）H．Itoh，K．Kawamura，T．HondohandS．Mae：“Moleculardynamicsstudiesofprpotonorderingeffects  

onlatticevibrationsiniceIh”，物sica旦219＆220：469－472（1996）＊   

2）H．Fukazawa，T．Ikeda，T．Hondoh，Ⅴ．Ya．LipenkovandS．Mae：“Agingeffectsontranslationallattice  

vibrationsiniceIh”，勒ica旦219＆220：466468（1996）＊   
3）H．Itoh，K．Kawamura，T．Hondohand S．Mae：“Moleculardynamicsstudiesofself－interstitialsinice  
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Ih”，′C／～e∽．物5リ105，2408－2413（1996）＊  

4）内田努，本堂武夫：「ハイドレート中のガス含有量測定の現状」，『月刊地球』18：679684（1996）  

5）T．Ikeda，H．Fukazawa，T．Hondoh，Ⅴ．Ya．Lipenkov，P．DuvalandS．Mae：“PolarizedRamanspectra   

OfclathratehydratecrystalsindeepicecoresofAntarctica”，Pnc．2ndInt．Coプ〆Natu7711Gas砂d7tlteS，   

117－122（1996）  

6）“Clathratehydratesinpolaricesheets”，Proc．2ndlnt．Co扉NatuYtllGasHydmtes，131138（1996）  

7）T・Ikeda，T．Uchida，T．Hondoh，P．Duval，Ⅴ．Ya．LipenkovandS．Mae：“Air¶hydratecrystalsincloudy   

bandsofVostokicecores，Antarctica”，Proc．2ndht．CoプげNatumlGas砂dmtes，215219（1996）  

8）H．Fukazawa，T．Ikeda，T．Hondoh，P．Duval，Ⅴ．Ya．LipenkovandS．Mae：“Molecularfractionation  

Ofairconstituentgasesduringcrystalgrowthofclathratehydrateinpolaricesheets”，Proc．2ndlht．  

Co扉∧わ≠〝和7Gの物d用由5，237－242（1996）  

9）T．Uchida，A．Takagi，T．Hirano，H．Narita，）．Kawabata，T．HondohandS．Mae：“Measurementson  

guest－hostmoleculardensityratioofCO2andCH4hydratesbyRamanspectroscopy”，Proc．2ndInt．  

Coプげ肋ねJ用JGα5物d用ね5，335－339（1996）  

10）H．Itoh，S．Horikawa，K．Kawamura，T．Uchida，T．HondohandS．Mae：“Moleculardynamicsstudies   

OfstructureIclathratehydrateofcarbondioxide”，P7VC．2ndlnt．Co7げjultu7d Gas物dmieち341－346   

（1996）  

11）K．Satoh，T．Uchida，T．HondohandS．Mae：“Diffusioncoefficientandsolubilitymeasurementsofnoble  

gasesinicecrystals”，PYVC．NLPR＄yn4）．n）hlr Meteo7Vl．GhlCiol．，10：73p81（1996）  

石 川 信 敬（IsHIKAWANobuyoshi）・助教授  

1 学術論文  

1）中林宏典，石川信敬，兄玉裕二：「融雪期における林内放射収支量の関空率依存性」，『雪氷』，58（3）：229－237  

（1996）＊   

2）石川信敬，成田英器，石井書之：「融雪現象にともなう酸性雪変質機構の研究」，『北海道の農業気象』，48：  

10－20（1996）   

3）H．Nakabayashi，Y．Kodama，Y．Takeuchi，T．OzekiandN．Ishikawa：“Characteristicsofheatbalance  

duringthesnowmeltseasoninNyLAlesund，SpitzbergenIsland”，Mem．Ndtl．Inst．R）hlrRes．，51（Spec．  

Issue）：255266（1996）  

4 学術講演（招請講演のみ）  

（2）国際的，全国規模のシンポジウム  

1）N．Ishikawa，H．Narita，Y．IshiiandY．Kodama：“Acidityvariationsalonghydrologicalprocessesof  

SnOWdeposit，SnOWmeltandrunoff”，InternationalSymposiumonFoodProductionandEnvironmental  

ImprovementunderGlobalClimateChange，Ube（1996）   

2）N．Ishikawa，Y．Takeuchi，Y．IshiiandY．Kodama：“CharacteristicsofthewaterbalanceoftheMoshiri  

ExperimentalWatershed”，InternationalSymposiumonRepresentationoftheCryoshereinClimateand  

HydrologicalModels”，Victoria，Canada（1996）  

成 田 英 器（NARITAHideki）・助教授  

1 学術論文  

1）H．NaritaandK．Nisida：“Threerdimensinonalobservationoficecrystalcharacterisiticsinpolarice  

sheets”，JGepphys．Res．，101（D16）：2131121317，（1996）＊   

2）H．Narita，T．Machida，T．Nakazawa，Y．Fujii，S．AokiandO．Watanabe：“VariationsofCO2，CH4and  

N20concentrations and813C ofCO2intheglacialperioddeducedfrom anAntarcticicecore，SOuth  
Yamato”P7VC．Nm昂yn4）．貝フklr MeteoYVl．GhlChl乙10：55－65（1996）＊  

成 瀬 廉 二（NARUSERenji）・助教授  

1 学術論文  

1）T．Ibarzabaly Donangelo，J．A．J．Hoffmann and R．Naruse：“Recent climate changesin southern  

Patagonia”，Bulletin〆GhlCier ReseaYt：h，14：29－36（1996）＊   

2）Y．Takeuchi，R．NaruseandP．Skvarca：“Annualair－temperaturemeaSurementandablationestimate  

atMorenoGlacier，Patagonia”，Bulletin qf Glacier Research14：2328（1996）＊   

3）M．Aniya，H．Sato，R．Naruse，P．SkvarcaandG．Casassa：“Theuseofsatelliteandairborneimagery  
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toinventory outlet glaciers of the Southern PatagoniaIce field，South America”，Photogmmmetric  

且プ曙グ乃eeγわ曙＆月β∽0ね5g乃Sわ略62（12）：1361－1369（1996）＊  

堀 口  薫（HoRIGUCHIKaoru）・助教授  

1 学術論文  

1）Y．Kamata，Y．Mizuno，K．Horiguchi，M．Yoshida：“Iceadhesionnearthemeltingpoint，”PYVC．5thhtl．  

劫〃ゆ．0乃7Ⅵ♂γ椚αJgプ曙才邦gβγわ材α乃d立オg乃Cβ5舟γCo／d虎曙わ乃S，1：453－458（1996）＊   

2）T．Kobayashi，Y．Nohguci，K．Kawashima，T．Nakamura，K．Horiguchi，Y．Mizuno，“Sliptestsbetween  

thesurfacesofsnoworiceandsomekindsofshoes”，Summa7yP（砂eYS qf3rdlntemationalCo所作nCe  

㈹5加邪月毎痢彫ね囁108－109（1996）＊   

3）松田真一，水野悠紀子，堀口 薫：「つらら表面の波模様に関する実験的研究一波長と表面流速との関係一」，  

『寒地技術論文・報告集』，12（1）：ト5（1996）＊   

4）鎌田 慈，水野悠紀子，堀口 薫：「氷の努断付着力の推定方法について」，『寒地技術論文・報告集』，12（1）   

：422－425（1996）＊  

水 野 悠紀子（MIZUNOYukiko）・助教授  

1 学術論文  

1）Y．Kamata，Y．Mizuno，KHoriguchiandM．Yoshida：“IceAdhesionneartheMeltingPoint”，Proc．d  

娩e5娩加古．5y〃ゆ．0裾娩β乃gγ∽αJE乃gわ7ggわ乃gJお才g乃Ce舟γC詭＝弛卸町453－458（1996）＊   

2）T．Kobayashi，M．KumagaiandY．Mizuno：“Removalofnewlydepositedsnowongableroof”，（M．  

Izumi，T．Nakamura and R．Sack：Snow Engineenng：Recent Aduances，337340，BALKEMA，  

Rotterdam，1996）＊   

3）T．Kobayashi，Y．Nohguchi，KKawashima，T．Ikarashi，T．Nakamura，K．HoriguchiandY．Mizuno：  

“Sliptestsbetweenthesurfaceofsnoworiceandsomekindsofshoes”，（M．Izumi，T．Nakamuraand  

R．Sack：Snou）E7qineeriw：RecentAduances，7780，BALKEMA，Rotterdam，1996）＊   

4）鎌田 慈，水野悠紀子，堀口 薫：「氷のせん断付着力の推定方法について」，『寒地技術論文・報告集』：422－425  

（1996）＊   

5）松田真一，水野悠紀子，堀口 薫：「つらら表面の披模様に関する実験的研究一波長と表面流速の関係－」，  

『寒地技術論文・報告書』：ト5（1996）＊  

山 田 知 充（YAMADATomomi）・助教授  

1 学術論文  

1）山田知充，伏見碩二，R．Aryal，門田 勤，藤EE［耕史，瀬古勝基，安成哲三：「ネパール・クンブ一地方「1995  

年パンガ雪崩」報告」，『雪氷』，58（2）：145－155（1996）   

2）“ReportontheinvestigationsofTshoRolpaGlacierLake，RoIwalingValley”，IγECS〃JCA，：35（1996）  

2 総説，解説，評論など  

1）「ネパールの雪氷災害，タンブ一地方パンガの雪崩遭難」，『ゆき』，24：58－64（1996）   

2）「ネパール滞在記」，『雪氷』，58（3）：258－259（1996）  

4 学術講演（招請講演のみ）  

1）“MonitoringofHimalayancryosphereusingsatelliteimagery”，The2ndSpaceInformaticsSeminarfor  

SustainableDevelopment：MountainResourcesmanagement，Kathmandu，Nepal（1996）   

2）“Glacierlake andits outburst floodin the NepalHimalaya．”，The seminar on the waterinduced  

disastersinthe NepalHimalaya heldby TheWaterInducedDisaster Prevention TechnicalCenter，  

MinistryofWaterResources，HisMajesty’sGovernmentofNepal，Kathmandu，Nepal（1996）  

石 井 吉 之（IsHIIYoshiyuki）・助手  

1 学術論文  

1）石井吉之，′ト林大二：「融雪にともなう河川水の一時的なpH低下」，『北大地球物理学研究報告』，59：1524  

（1996）＊   

2）石川信敬，成田英器，石井吉之：「融雪現象にともなう酸性雪変質機構の研究」，『北海道の農業気象』，48：  

10－20（1996）＊   

3）K・Nakao，Y．IshiiandH．Nishida：“CharacteristicsofSubsurfaceStormflowfromForestedHillslopes  
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inHokkaido，JapanrOverbedrockSubsurfaceFlow－”，JournaloftheFacultyofScience，Hokkaido  
University，SeriesVII（Geophysics），10：89rlO5（1996）  

4 学術講演（学会特別講演）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）N．Ishikawa，Y．IshiiandY．Kodama‥“Characteristicsofthe HydrologicCycleofanExperimental  
Watershed”，InternationlSymposiumonRepresentationoftheCryosphereinClimateandHydrolgical  
Models，Victoria，Canada（1996）  

兄 玉 裕 二（KoDAMAYuji）・助手  

1 学術論文  

1）Y．Fujiyoshi，Y．Kodama，K．Tsuboki，K．NishimuraandN・Ono：“StructuresofColdAirDuringthe  

DevelopmentofaBroadBandCloudandaMesorβ－SCaleVortex：SimultaneousTworPointRadiosonde  

Observation”，JournalqftheMeteoroIcgicalSocie＆dノ如an，74（3）：281297（1996）＊  

4 学術講演（招請講演のみ）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）Y．Kodama，T．Matsumoto，Y．D．MuravyevandG．Glazirin：“Glacio－HydrologicalStudyatKoryto  

Gkacierり，InternationalSymposium on Climate System and Eco－Systemin and around the Sea of  

Okhotsk，Sapporo（1996）  

白 岩 孝 行（SHIRAIWATakayuki）・助手  

1 学術論文  

1）T．Shiraiwa，H．Shoji，T．Saito，K．YokoyamaandO．Watanabe：“Structureanddielectricproperties  

of surface snow along the traverse route from coast to Dome FujiStation，Queen Maud Land，  

Antarctica”，Proc．NIPR劫n4）．n）hlrMeteoYt）l．GhlCiol．，10：1－12（1996）＊   

2）H．Enomoto，H．Warashina，T．SaitoandT．Shiraiwa：“Interannualvariabilityofseaiceconcentrations   

inSyowaStationsectordeducedfromDMSPSSM／Idata”，Proc．A椚～劫n4）．n）larMeteonl．GhlCiol．，  

10：119－126（1996）＊  
2 総説，解説，評論など  

1）T．Shiraiwa，T．Saito，T．Saito，H．Shoji，Y．Taguchi，T．Abo，Y．Yamamoto，Y．Inagawa，K．Yokoyama  

andO．Watanabe：“Glaciologicaldatacollectedbythe35thJapaneseAntarcticResearchExpedition  

during19941995”（資料集），J4REβ／17nREPOR77S211：1－69（1996）   

2）Y．Kodama，T．Shiraiwa，D．Kobayashi，T．Matsumoto，S．Yamaguchi，Y．D．Muravyev and G．E．  

Glazirin，：“Hydro meteorologicaland GlaciologicalObservationsin the Koryto and Ushkovsky  

Glaciers，Kamchatka，1996”（資料集），Low7b〝ゆeratureSt・ience，Sk71A．，55（DataReport）：107－136  

（1996）   

3）秋田谷英次，西村浩一，白岩孝行，尾関俊浩，伊藤陽一，山口 悟，須沢啓一：「札幌の平地積雪断面測定資  

料一平成7年～8年冬期」（資料集），『低温科学，資料集』，55：1－11（1996）   

4）成瀬廉二，秋田谷英次，西村浩一，白岩孝行，山口 悟，須沢啓一，天見正和，伊藤陽一，根本征樹：「北海  

道内の広域積雪調査－1996年2月－」（資料集），『低温科学，資料集』，55：1326（1996）   

5）「カムチャツカ氷河紀行（前編）一空からみたカムチャツカの自然－」（解説），『地理』，41（3）：32－35（1996）  

鈴 木 準一郎（SuzuKIJun－ichirou）・助手  

4 学術講演（招請講演）  

1）“Shoot competition and allocation ofstored resourcesbetween shootsinperennialplants”，Silwood  

ParkEcologyandEvolutionSeminarSeries．NERCCentreforPopulationBiology，ImperialCollegeat  

SilwoodPark，Ascot，UK（1996）  

曽 根 敏 雄（SoNEToshio）・助手  

1 学術論文  

1）「北海道置戸町鹿ノ子ダム，鹿ノ子大橋左岸の永久凍土の衰退」，『季刊地理学』，48：293－302（1996）＊  

2 総説，解説，評論など  
1）白岩孝行，曽根敏雄：「氷河と火山の大地：カムチャッカ，口絵」（解説），『地学雑誌』，105：1－3（1996）  
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2）白岩孝行，曽根敏雄：「カムチャッカ氷河紀行」（解説），『地理』，41：6－7（1996）  

3）「カムチャッカ氷河紀行（後編）－カムチャッカの山をあるく」（解説），『地理』，41＝36－39（1996）  

西 村 浩 一（NISHIMURAKouichi）・助手  

1 学術論文  

1）K・Nishimura，Y・Nohguchi，Y・ito，K・KosugiandK．Izumi：“Snowavalancheexperimentsatskijump”，  

／一い－．／∴・／‥●・．・・・・／1・言イ（－・り廿′・J．・‥・・′．卜．・／」・ハ・．／ト．．・，トノ／、一．山′．．／．ヽ．・／心／、．／＼∴．ハ∴、／、・い、ふ、／Jり′Jい．t！■1リ  

（1996）＊   

2）K・NishimuraandK・Izumi：“Seismicsignalsinducedbysnowavalancheflow”，Proc．International  

Co所作乃Cβ〆A〃α由乃Cゐe5α乃d斤eわおd5〟娩cね，幻和び5ゑ，月〝ざ5由，J996”，66－71（1996）＊   

3）Y・NohguchiandK・Nishimura：“Aheadtailstructureofgranularavalanches”，P7VC．hternational  

し、‥，．．い‥‥ り．l川り」・J．・．／・．・．・…ノ／l一∴．リ‥／ヾ・J′－一丁‥ソ＼八ご…．・、上／l，り、．∴、上一JJ′こ‥∴：リIllリ叫、   

4）“Viscosityoffluidizedsnow”，ColdRegions Sci．77？Ch．，24：117127（1996）＊   

5）K・Nishimura，Y・Nohguchi，Y・Ito，K．KosugiandK．Izumi：“SnowAvalancheExperimentsatSki  

Jump”，伽c．劫ね7Ⅵαfわ犯αJ5乃0紺5c才g乃Cβl穐戒5ゐ0九月SⅣ ノ96：244－251（1996）   

6）Y・NohguchiandK．Nishimura：“HeadFormationinLightGranularAvalanches”，Proc．Internationa1  

5乃0紺5cグe乃Cel穐戒5ぁゅ，ぷtγ’96：252256（1996）   

7）Y・Nohguchi，K．Nishimura，T．Kobayashi，K．Iwanami，K．Kawashima，Y．Yamada，H．Nakamura，K．  

Kosugi，0・Abe，A・Sato，Y．Endo，Y．KominamiandK．Izumi：“Similarityofavalancheexperimentsby  

lightparticles”，Pnc．1ntemational＄ymposiumlN77mEtENT2：147－156（1996）＊   

8）Y．Fujiyoshi，Y．Kodama，K．Tsuboki，K．NishimuraandN．Ono：“Structuresofcoldairduringthe  

developmentofabroadbandcloudandameso－b－SCalevortex”，J〆Metor．Soc．ノ卸an，74（3）：281297  

（1996）＊   

9）Y．Nohguchi，K．Nishimura，T．Kobayashi，K．Iwanami，K．Kawashima，Y．Yamada，H．Nakamura，K．  

Kosugi，0．Abe，A．sato，Y．Endo，K．KominamiandK．Izumi：“SimilarityonHead－tailFormationat  

theEdgeoftheGranularavalanches”，Proc．dス7方hternationalcongress d theoYt？ticaland44）lied  

∽gC血z乃グcざ，57（1996）  

10）小林俊市，納口恭明，河島克久，西村浩一，石井吉之，伊藤陽一：「混合機を用いた雪の造粒」，『寒地技術論  

文・報告集』，208－211（1996）＊  

11）西村浩一，秋田谷英次：「知床横断道路で発生した表層雪崩」，『北海道地区自然災害資料センター報告』，10  

：35－39（1996）  

12）西村浩一，中川昌美：「Axialsegregation」，『形の科学会報』，11（3）：60－62（1996）  

4 学術講演（招請講演のみ）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）Y．Nohguchi，T．Kobayashi，K．Iwanami，K．NishimuraandA．Sato：“Granulationofsnow”，Interna－  

tionalConferenceofSnowEngineering，Sendai（1996）   

2）K．Nishimura，Y．Nohguchi，Y．Ito，K．KosugiandK．Izumi：“Snowavalancheexperimentsatskijump”，  

InternationalConferenceofAvalanchesandRelatedSubjects，Kirovsk，Russia（1996）   

3）K．NishimuraandK．Izumi：“Seismicsignalsinducedbysnowavalancheflow”，InternationalConfer－  

enceofAvalanchesandRelatedSubjects，Kirovsk，Russia（1996）   

4）Y．NohguchiandK．Nishimura：“Aheadtailstructureofgranularavalanches”，InternationalConfer－  

enceofAvalanchesandRelatedSubjects，Kirovsk，Russia（1996）   

5）K．Nishimura，Y．Nohguchi，Y．ito，K．KosugiandK．Izumi：“SnowAvalancheExperiments at Ski  

Jump”，InternationalSnowScienceWorkshop，ISSW’96，Banff，Canada（1996）   

6）Y．NohguchiandK．Nishimura：“HeadFormationinLightGranularAvalanches”，InternationalSnow  

ScienceWorkshop，ISSW’96，Banff，Canada（1996）   
7）Y．Nohguchi，K．Nishimura，T．Kobayashi，K．Iwanami，K∴Kawashima，Y．Yamada，H．Nakamura，K．  

Kosugi，0．Abe，A．Sato，Y．Endo，Y．KominamiandKIzumi：“Similarityofavalancheexperimentsby  

light particles”，InternationalSymposiumINTERPRAEVENT，GarmischPartenkirchen，Germany  

（1996）   

8）Y．Nohguchi，K．Nishimura，T．Kobayashi，K．Iwanami，K．Kawashima，Y．Yamada，H．Nakamura，K．  

Kosugi，0．Abe，A．Sato，Y．Endo，K．KominamiandK．Izumi：“SimilarityonHead－tailFormationat  

the Edge of the Granular avalanches”，ⅩIXInternational congress of Theoreticaland Applied  

Mechanics，Kyoto，Japan（1996）  
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低温基礎科学部門  

芦 田 正 明（AsHIDAMasaaki）・教授  

1 学術論文  

1）H．Yoshida，K．Kinoshita andM．Ashida：“Purificationofa peptidoglycanrecognitionproteinfrom  

hemolymphofthesilkworm，Bombyxmori”JBiol．Chem，271：1385413860（1996）＊   

2）M．Tsuchiya，N．Asahi，F．Suzuoki，M．AshidaandS．Matsuura：“Detectionofpeptidoglycanandbeta  

－glucanwithsilkwormlarvalplasmatest”，EEMSlmmunol．andMed MicrobioL15：129－134（1996）＊  

5 特 許  
1）昆虫のフェノール酸化酵素系に関する研究（1996）  

香 内  晃（KoucHIAkira）・教授  

1 学術論文  

1）N．Sugi，M．Arakawa，andA．Kouchi：“In－Situmassspectrometricobservationofimpactvaporization  

ofwaterice”，PYt）C．29thlSASL，unar andPlaneh17y Syタ砂，166－169（1996）＊  

前 野 紀 －（MAENONorikazu）・教授  

1 学術論文  

1）M．Higa，M．ArakawaandN．Maeno”：Measurementsofrestitutioncoefficientsoficeatlowtempera－  

tures”，mmet．＄i）aCeSci．，449：917－925（1996）＊   

2）松沢 勝，石本敬志，前野紀一：「圧雪路面における氷膜の形成過程」，『雪氷』，58（1）：19岬28（1996）＊   

3）竹井 巌，西村 寛，前野紀－：「金沢における積雪の誘電的性質からみた地域特性」，『北陸大学紀要』，20   

：1－11（1996）  

吉 田 静 夫（YosHIDAShizuo）・教授  

1 学術論文  

1）“Mechanismofadaptationtochillingtemperaturesinplants’’，Cり′ObioIwandc7yOteChnol噌ツ，42：45L48  

（1996）＊  

2 総説・解説・評論等  

1）「寒冷適応と低温障害・凍害」（捻説），『冷凍』，71：4ト48（1996）  

早 川 洋 一（HAYAKAWAYouichi）・助教授  

1 学術論文  

1）A．Yamanaka，Y．Hayakawa，H．Noda，N．Nakashima and H．Watanabe：“Characterization of  

polidnavirusrencodedmRNAinparasitizedarmywormlarvae”，hsectBiochem．Mol．Biolリ26：529r536  

（1996）＊   

2）H．NoguchiandY．Hayakawa：“Mechanismofparasitism－inducedelevationofdopaminelevelsinhost  

insectlarvae”，1nsectBiochem．Mol．Biol．，26：659－665（1996）＊   
3）N．Takahashi，H．Sahara，M．Mori，M．Ishikawa，M．Sawada andY．Hayakawa：“Simplemethodof  

artifitialfertilizationinhesea cucumber，Stichopusjaponicus”，Bull．Marine Biomed．hst．，鞄妙OrO  

〝gd．と加ゎリ3：69－70（1996）  

4 学術講演（招請講演のみ）  

1）“Mechanismofparasitism－inducedelevationofhaemolymphgrowth－blockingpeptidelevelsinhost   

larvae”，InternationalCongressofEntomology，Firenze，Italy（1996）  

藤 川 清 三（FuJIKAWASeizo）・助教授  

1 学術論文  

1）S．FujikawaandK．Takabe：“Formationofmultiplexlamellaebyequilibriumslowfreezingofcortical  

parenchymacellsofmulberryanditspossiblerelationshiptofreezingtolerance”，ProtQi）hLSma，190：  

189203（1996）＊  
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2）Ⅰ．Moon，S．Fujikawa andK．Shimada：“Cryopreservation ofChymomyzalarvae（Diptera：Droso－  

philidae）a卜196CwithextracellularfreFZing”，C73）0－LetteYS，77‥105－110（1996）＊   

3）T．L．Maekawa，T．A．Takahashi，M．Fujihara，S．Fujikawa，M．MinamiandS．Sekiguchi：“Effectsof  

ultraviolet Birradiation on celトcellinteraction；implication of morphologicalchanges and actin  

filamentsinirradiatedcells”，ClinicalE＊erienialImmuno10gy，105：389r396（1996）＊   
4）Y．Utsumi，Y．Sano，J．OhtaniandS．Fujikawa：“Seasonalchangesinthedistributionofwaterinthe  

Outer grOWth rings of Fraxinus mandshurica var．JapOnica：A study by cryopscannlng electron  

microscopy”，1Al槻JournaL17：113－124（1996）＊   

5）S．Fujikawa，K．KurodaandJ．Ohtani：“Seasonalchangesinthelow－temperaturebehaviourofxylem  

rayparenchymace11sinredosierdogwood（CornussericeaL．）withrespecttoextracellularfreezing  

andsupercooling”，Micnn，27：181L191（1996）＊  
2 解説・総鋭など  

1）「低温走査電子顕微鏡による樹木柔細胞の低温挙動の研究」（解説），『電子顕微鏡』，30：270－273（1996）   

2）「植物の凍結温度への適応機構」（総説），『低温生物工学会誌』，42：26－30（1996）   

3）「凍結に植物細胞はどのように適応するか」（解説），『化学と生物』，34：656－666（1996）  

4 学会招待講演  

1）ガラス化凍結保存，低温生物工学会セミナー：ビトリフィケーション，東京（1996）  

古 川 義 純（FuRUKAWAYoshinori）・助教授  

1 学術論文  

1）T・Ishizaki，M．Maruyama，Y．FurukawaandJ．G．Dash“Premeltingoficeinporussilicaglass”，J  

CクγSぬJC7り経略163：455－460（1996）＊   

2）A・Mori，M・MaruyamaandY．Furukawa：“Second－OrderexpansionofGibbsrThomsonequationand  

meltingpointdepressionoficecrystallite”，j．物s．Soc．hn．，65：2742－2744（1996）＊   

3）H・Nada and Y．Furukawa：“Anisotropic growth kinetics ofice crystalsfrom water studied by  

moleculardynamicssimulation”，JCり′StalGnwth，169：587L597（1996）＊  

2 総説，解説，評論等  
1）灘浩樹，古川義純：「氷に関する最近の分子動力学シミュレーション一分子レベルでの氷結晶の融液成長機  

構－」（解説），『雪氷』，58（2）：179－180（1996）  
4 学術講演  

（1）学会特別講演  

1）“Molecular Dynamics and OpticalExperiment atIceInterfaces”，American PhysicalSociety1996  

MarchMeeting，St．Louis，USA（1996）   

2）「雪の結晶の形を探る」，日本医学写真学会1996年度年次大会，札幌（1996）  

荒 川 圭 太（ARAKAWAKeita）・助手  

4 学術講演  

（2）国際的規模のシンポジウム  

1）M・Koike，D・Takezawa，KArakawaandS．Yoshida：“Accumulationofplasmamembraneprotein（PM  

－19）duringinductionoffreezingtoleranceinwheatculturesbyabscisicacid”，Fifthinternationalplant  

COldhardinessseminar，Oregon，USA（1996）  

荒 川 政 彦（ARAKAWAMasahiko）・助手  

1 学術論文  

1）M・ArakawaandM・Higa：“Measurementsofejectionvelocitiesincollisionaldisruptionoficespheres”，  

Pわ乃gねりα乃d劾αCe Scグβ乃Cg，44：901－908（1996）＊   

2）M・Higa，M・ArakawaandN・Maeno：“Measurementsofrestitutioncoefficientsoficeatlowtempera－  

tures”，Pぬ邦βね叩α乃d劾αCe Sc才g犯Cβ，44：917－925（1996）＊  

石 崎 武 志（IsHIZAKITakeshi）・助手  

1 学術論文  

1）“Experimentalstudyonunfrozenwatermigrationinporousmaterialsduringfreezing”，J∧なtuYtll  
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βゐ那おγ5cgg乃Ce，17（2）：65－74（1996）＊  

2）T．Ishizaki，M．Fukuda，N．Mishima，S．Yokota，andK．Toya：“Fieldobservationofmicroclimaticand   
groundthermalregimesbeneathhighway”，（M．Izumi，T．NakamuraandR・Sack‥SnowEngineering，   
371r374，BALKEMA，Rotterdam，1996）＊  

片 桐 千 傍（KATAGIRIChihiro）・助手  

2 総説，解説，評論等  

1）「低温と生物」（解説），『日本機会学会誌』，99：94－97（1996）  

島 田 公 夫（SHIMADAKimio）・助手  

1 学術論文  

1）I．Moon，S．FujikawaandK．Shimada：“CryopreservationofChymomyzaLarvae（Diptera：Droso－  

philidae）at196℃withExtracellularFreezing”，C7yO－Lette73，17：105－110（1996）＊  

竹 ミ畢 大 輔（TAKEZAWADaisuke）・助手  

1 学術論文  

1）D．Takezawa，S．Patil，ABhatiaandB．W．Poovaiah：“Calcium－dependentproteinkinasegenesincorn  

roots”，′Pわ乃古物sわJリ149：329－335（1996）＊   

2）D．Takezawa，S．Ramachandiran，Ⅴ．ParanjapeandB．W．Poovaiah：“Dualregulationofachimeric  

plant serine／threonine kinase by calcium and calcium／calmodulin”，JBiol．Chem．，271：8126r8132  

（1996）＊   

3）W．Wang，D．TakezawaandB．W．Poovaiah：“ApotatocDNAencodingahomologueofmammalian  

multidrugresistantPrglycoprotein”，PklntMol．Biol．，31：683－687（1996）＊   

4）W．Wang，D．Takezawa，S．B．Narasimhulu，A．S．N．ReddyandB．W．Poovaiah：“Anovelkinesin1ike  

proteinwithacalmodulinbindingdomain”，PhmtMol．Biol．，31：87－100（1996）＊   

5）B．W．Poovaiah，D．Takezawa，G．AnandT．J．Han：“Regulatedexpressionofacalmodulinisoform  

altersgrowthanddevelopmentinpotato”，JPlant物siolリ149：329－335（1996）＊  

5 特 許  

1）“Controlofgrowthanddevelopmentofpotatoplants”：B．W．Poovaiah，D．Takezawa，T．J．Hanand  

G．An（1996）  

渡 部 直 樹（WATANABENaoki）・助手  

1 学術論文  

1）T．Koizumi，Y．Awaya，M．Gonno，Y．Itoh，M．Sano，M．Kimura，T．M．Kojima，S．Kravis，M．Oura，M．  

Sano，T．Sekioka，N．Watanabe，H．YamaokaandF．Koike：”4dPhotoionizationofsinglyChargedXe，  

Ba，andEuions”，JElectronSDect7VSC．Relat．menom，79：289－292（1996）＊   
2）M．Sano，Y．Itoh，T．KoizumiT．M．Kojima，S．D．Kravis，M．Oura，T．Sekioka，N．Watanabe，Y．Awaya  

andF．Koike：“Photoionisationof4d－electronsinsinglyLChargedXeions”，］物s．B：At．Mol．（砂t．  

勒リ29：5305－5313（1996）＊   

3）N．Watanabe，S．Kravis，Y．Awaya，T．Kojima，K．Okuno，andM．Oura：“Operationandstatusofthe  

RIKENEBIS（REBIS）”，RIKEN Accel．軸．R4）．，29：178（1996）＊   

4）R．Ohkuma，T．Koizumi，A．Fujino，Y．Awaya，M．Oura，M．Kitajima，N．Watanabe，Y．Itoh，F．Koike，  

M．Sano，T．Sekioka：“4dPHOTOIONIZATION OF Xe＋，Xe2＋，ANDXe3＋IONS”，Atomic Collision  

風蝕犯作ゐ玩ノ如α乃，22：8586（1996）   

5）Y．Negishi，N．Watanabe，H．Shiromaru，Y．Achiba andN．Kobayashi：“Reactionofcarbon－Silicon  

binarycluster”，Su痴ce Revieu）andLetteY13：661665（1996）   

6）S．D．Kravis，M．Abdallah，C．L．Cocke，C．D．Lin，M．Stockli，B．Walch，Y．D．Wang，RE．01son，Ⅴ．D．  

Rodriguez，W．Wu，M．PieksmaandN．Watanabe：“SingleionizationofHebylowvelocityprotonsand  

C6＋（ejectedelectronmomentumdistributions）”，勒s．Rev．A，54：1394（1996）  

3 著 書  

（2）共 著  

1）E．Shigemasa，J．Adachi，M．Oura，N．Watanabe，K．Soejima，andA．Yagishita：“Molecularshape  
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resonances studied by Angle－reSOIved PEPICO”，69－78（A．Yagishita and T．Sasaki：Atomic and  

Molecuklr mOtOionization’：UniversalAcademyPress，Inc．，Tokyo，1996）  

寒冷圏総合科学部門  

戸 田 正 憲（ToDAMasanoriJ．）・教授  

1 学術論文  

1）M．］．Toda，Ⅴ．S．Sidorenko，H．Watabe，S．K．Kholin and N．N．Vinokurov：“A revision ofthe  

Drosophilidae（Diptera）inEastSiberiaandRussianFarEast：Taxonomyandbiogeography”，Zoo10gi－  

CαJ5cわ乃Ce，13：455－477（1996）＊  

福 田 正 己（FuKUDAMasami）・教授  

1 学術論文  

1）福田正己，播磨屋敏生，原田鉱一郎：「岩石の凍結一融解による風化が基盤崩落に与える影響について」，『月  

刊地球』18（9）：574－578（1996）   

2）M．Fukuda，N．Sento，D．Nagumo，T．OhbaandT．Nakamura：“FormationofEdoma（IceComplex）  

inlowland Kolyma East Siberia”．P7VCeediタ郡qf4th hiernationalSyn4）OSium onJoint Siberhln  

乃乃形扉わsJS蝕め′∂gわ〃gg乃ノ（砂α乃α乃d点描5由，12－18（1996）   

3）「石造文化財の保護のための環境制御」，『土と基礎』，44：57▼62（1996）＊   

4）長岡大輔，西城 潔，福田正己：「東シベリア・北極海周辺に分布する永久凍土“エドマ”の形成環境と形成期」，  

『地学雑誌』，105：15－30（1996）＊  

3 著 書  

（1）単 著  

1）『極北シベリア』，194（岩波書店，東京）（1996）  

4 学術講演（招請講演のみ）  

1）「シベリア永久凍土と気候変動」平成8年度日本農業気象学会北海道支部会，札幌（1996）  

大 串 隆 之（OHGUSHITakayuki）・助教授  

1 学術論文  

1）“Consequences of adult size for survivaland reproductive performancein a herbivorousladybird  

beetle”，Eco10gicalEntomo10gy，21：47－55（1996）＊   

2）“Areproductivetradeoffinanherbivorousladybeetle：eggreSOrptionandsurvival”，Oeco毎id，106：  

345－351（1996）＊．   

3）I．Washitani，Y．Okayama，k．Sato，H．Takahashi，T．Ohgushi：“Spatialvariationinfemalefertility  

related to antagonistic biologicalinteractions with flower consumers and pathogensin a forest  

metapopulationofPrimulasieboldii”，ReseaYrhes on且砂uhltionEco10gy，38：249－256（1996）＊   

4）丹羽真一，大串隆之：「自家不和合性植物に対する訪花昆虫の送粉効果」，『日本林学会北海道支部論文集』，  

44：101－103（1996）＊  
2 総説，解説，評論など  

1）個体数変動：パタンからメカニズムへ（解説），『個体群生態学会会報』，53：10－11（1996）   

2）生態学のリストラ（評論），『生物群集を考える ニュースレター』，4：1718（1996）  

3 著 書  

（2）共 著  

1）『岩波生物学辞典』第4版 岩波書店 東京（1996）   

2）「個体の適応形質と個体群の安定性：メカニスティツタ・アプローチ」，30－52（久野英二：『昆虫個体群生  

態学の展開』，京都大学学術出版会，京都）（1996）  

4 学術講演（招請講演）  

（1）学会特別講演  

1）“Stronginterconnectionbetweenadaptivetraitsandpopulationstabilityinanherbivorousladybeetle”  

第20回国際昆虫学会議（InternationalCongressofEntomology）シンポジウム“EvolutionaryAspectsof  

PopulationDynamics”，Firenze，Italy（1996）   

2）“Linkingadaptivetraitsintopopulationdynamics：Acasestudyonanherbivorousladybeetle”特別セ  

ミナーSwedishUniversityofAgriculturalSciences，Uppsala，Sweden（1996）  
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大 館 智 志（OHDACHISatoshi）・日本学術振興会特別研究員  

1 学術論文  

1）H．Abe，S．OhdachiandKMaekawa：“ASurveyofSmallTerrestrialMammalsinSouthernSakhalin，  

Conductedduring1994and1995”，W71dlifb Conseruationノ卸an，2：17L21（1996）＊   

2）“LongevityofShrewsinHokkaidounderCaptivity”，MammalStu4y，21：65－69（1996）＊  

2 総説，解説，評論など  

1）「北東アジア産トガリネズミ群集の成立過程を探る」（解説），『SHINKA』，6：150152（1996）  

串 田 圭 司（KusHIDAKeiji）・助手  

1 学術論文  

1）K．KushidaandK．Yoshino：“AMonteCarloradiativetransfersimulationofricecanopybasedon  

digitalstereophotogrammetry”，hternationalA7ThivesbrmotogYtlmmet73）andRemoieSensing131（7）  

：389－393（1996）＊   

2）K．Yoshino and K．Kushida：“Estimation ofprior probabilities oflandcover categories for Bayes，  

Classifier”，InternationalArchivesjbrmo物Yammet7y andRemoteSbnsing131（3）：994－998（1996）＊  

附属流氷研究施設  

青 田 昌 秋（AoTAMasaaki）・教授  

2 総説，解説，評論など  

1）K．Shirasawa，M．Ikeda，M．Ishikawa，T．Takatsuka，M．AotaandY．Fujiyoshi：“Seaiceconditionsand  

meteorologicalobservationsatSaroma－koLagoon，Hokkaido，December1995－November1996”，Lou）  

7セn4）e7utunStience，Ser．A，55（DataReport）：47－77（1996）   

2）M・Ishikawa，T．Takatsuka，M．Ikeda，K．Shirasawa，andM．Aota“Distributionsofpackiceinthe  

Okhotsk Sea off Hokkaido observed using a seaice radar network，January－April，1996”，Low  

7b〝砂e771tuYeScience，Ser．A，55（DataReport）：79－105（1996）   

3）K．Shirasawa，M．Ikeda，M．Ishikawa，T．Takatsuka，Y．Kodama，M．Aota，S．Takahashi，T．Takizawa，  

A・Polomoshnov，P・Truskov，andV．Astafiev“MeteorologicaldatareportfortheseaicestudiesatVal，  

Chaivo andKleyeStarit，nOrthernSakhalin”，Lou）7セw4）e7utu柁Science，Sb71A，55（Data Report）：  

137203（1996）  

4 学術講演（招請講演のみ）  

（1）学会特別講演  

1）「海氷の性質」，土質工学会，北見（1996）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）K・Shirasawa，M．Ikeda，M．Ishikawa，S．Mochizuki，T．Takatsuka，M．Aota and Y．Fujiyoshi：  

“AtmosphericandSea－icecharacteristicatSaromarkolagoon，Hokkaido”，11thInternationalSympoT  

SiumonOkhohtskSea＆SeaIce，Mombetsu（1996）  

白 澤 邦 男（SHIRASAWAKunl0）・助教授  

2 総説，解説，評論など  

1）K・Shirasawa，M．Ikeda，M．Ishikawa，T．Takatsuka，M．Aota，andY．Fujiyoshi，“Seaiceconditionsand  
meteorologicalobservationsatSaroma．koLagoon，Hokkaido，December1995－November1996”，Low  

7セn4）e7tltu柁Science，Ser．A，55（DataReport）：47－77（1996）   

2）M・Ishikawa，T・Takatsuka，M．Ikeda，K．Shirasawa，andM．Aota，“Distributionsofpackiceinthe  
Okhotsk Sea off Hokkaido observed using a sea－ice radar network，January－April，1996”，Low  

77？プチゆemtunScience，SeYIA，55（DataReport）：79－105（1996）   

3）K・Shirasawa，M・Ikeda，M・Ishikawa，T．Takatsuka，Y．Kodama，M．Aota，S．Takahashi，T．Takizawa，  
A・Polomoshnov，P・Truskov，andV．Astafiev，“MeteorologicaldatareportfortheseaicestudiesatVal，  
ChaivoandKleyeStrait，nOrthernSakhalin”，Low77zナ砂emtuYtZ Science，Ser．A，55（DataReport）：  
137－203（1996）  

4 学術講演（招請講演のみ）  
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（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）K．ShirasawaandM．Lepparanta：“ComparisonsbetweentheOkhotskSeaandtheBalticSeaice”，11th  

InternationalSymposiumonOkhotskSea＆SeaIce，Mombetsu（1996）   

2）S．Taguchi，H．Saito，H．HattoriandK．Shirasawa：“Verticalflux ofice algalcells duringtheice  

meltingandbreakingperiodsinSaroma－kolagoon，Hokkaido，Japan”，11thInternationalSymposium  

onOkhotskSea＆SeaIce，Mombetsu（1996）   

3）S．Honjo，M．Kashiwai，K．Oshima，K．Shirasawa，M．Takahashiand T．Takizawa：“The Sea of  

Okhotsk；neW globalsignificance and an urgent need forinternationaljointinvestigation”，11th  

Internatio’nalSymposiumonOkhotskSea＆SeaIce，Mombetsu（1996）   

4）Shirasawa，M．Ikeda，M．Ishikawa，S．Mochizuki，T．Takatsuka，M．Aota andY．Fujiyoshi：“Atmo－  

Sphericandsea－icecharacteristicsatSaroma－kolagoon，Hokkaido”，11thInternationalSymposiumon  

OkhotskSea＆SeaIce，Mombetsu（1996）  
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（平成9年）  

Ⅰ．一般共同研究  

代表者  所  属   課  題  

1植松 光夫 東大・海洋研・助教授  

2 竹中 規訓 大阪府立大・工・助手  

オホーツク海域での海洋大気微粒子の起源と濃度の時間的変動  

水の凍結過程および水蒸気の昇華過程におけるエアロゾル粒子  

の動態の研究  

生物間相互作用が冷温帯林の生物多様性維持に果たす役割  

寒冷地域でのTDR式土壌水分モニタリングシステムの研究  

海氷運動場の研究  

分光学的手法による雪氷コア中の不純物分析法に関する研究  

輸送管内の着雪防止に関する研究  

地域差による融雪の違いと融雪水の化学組成の挙動  

釧路湿原からのメタンガス発生にかかわる環境要素についての  

研究  

氷結晶の核形成と成長に関する動的観察  

氷衝突実験における氷衛星形成過程の研究  

植物の耐凍性に関する研究  

ドップラーレーダーとモデルによるメソ気象現象の研究  

寒冷地特有の自然現象の教材化に関する研究  

海氷生成時における同位体分離効果に関する実験的研究  

オホーツク海サハリン沿岸部の海氷状況及びその変動に関わる  

気象データの解析  

自然積雪における初期構造の変化過程の誘電的研究  

低温における高度不飽和脂肪酸の結晶多形現象の解明  

生物多様性を創出する系統進化と種分化に関する基礎的研究  

廃タイヤチップを利用した凍上抑制実験に関する研究  

細胞の乾燥・‡東結ストレス耐性発現におけるトレハロースの役割  

生物の多様性を促進する分子機構  

海氷ビデオ映像の広範囲解析データと衛星データの対比に関す  

る研究  

多雪森林流域における水収支の研究  

氷床層位の精密測定法の開発  

鉛直過冷却雲風洞による降雪粒子の雲粒捕捉成長過程の研究  

積雪が存在する森林空間での水熟輸送特性に関する研究  

生物多様性を維持促進する生物間相互作用  

海洋の一次生産に対する海氷の影響の研究  

人工衛星データによるオホーツク海の海氷変動に関する研究  

山地災害の誘因となる地形場を形成する雪氷現象の研究  

Cis一不飽和脂肪酸の結晶成長  
海氷消長過程におけるアイス・アルジーの鉛直輸送の実験研究  

山岳地域における表層雪崩の発生・流動機構に関する研究  

南極沿岸の降水の経年変動  

衛星リモートセンシングによるオホーツク海海洋生態系低次生  

産システムの生物一物理過程の解明  

土壌の凍結にともなう水分・塩分の移動  

吹雪をもたらす雪雲の降雪特性に関する研究  

寒冷地積雪の変成に関する研究  

低温下で成長する雪結晶の微物理・光学的特性の実験的研究  

氷の表面・界面融解に及ぼす雰囲気とサイズの効果  

森林流域における物質循環に関する生物地球化学的研究  

降雪粒子の成長様式に着目した酸性化気候の解明に関する研究  

氷床コアの物理構造解析と気候変動  
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3 鷺谷いづみ  

4 開硬 一郎  

5 伊藤  一  

6 東 久美子  

7／ト林 俊市  

8 佐藤 和秀  

9 東海林明雄   

10権田 武彦  

11加藤  撃  

12西田 生郎  

13佐藤 晋介  

14矢作  裕  

15河村 俊行  

16榎本 浩之  

筑波大・生物科学系・助教授  

広島大・総合科学・助教授  

極地研・助教授  

防災研・長岡・主任研究官  

防災研・長岡・主任研究官  

長岡高専・教授  

道教育大釧路校・教授   

愛知学院大・教養・教授  

宇宙研・教授  

東大・理学系研究科・助教授  

通信総研・地球環境計測・研究官  

道教育大釧路校・教授  

北大・低塩研・助手  

北見工大・教授  

17竹井  巌 北陸大・薬学・講師  

18上野  聡 広島大・生物生産・講師  

19渡部 英昭 道教育大札幌校・教授  

20土谷富士夫 帯広畜産大・畜産・教授  

21櫻井  美 東工大・生命理工・助教授  

22早川 洋一 北大・低温研・助教授  

23村本健一郎 金沢大・工・教授  
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森林総合研・研究員  

北見工大・教授  

道教育大・実践研指導セ・助教授  

岩手大・農・助教授  

北大・低塩研・助教享受  

東大・総合文化研究科・教授  

北見工大・教授  

京都大・防災研・助手  

大阪大・理研究科・講師  

創価大・工・教授  

信州大・農・教授  

大阪教育大・助教授  

北大・水産・助教授  

岡山大・環境理工・教授  

北大・理学研究科・助教授  

名大・大気水圏・助教授  

北大・理学研究科・教授  

大阪市立大・理・講師  

北大・演習林・助手  

北大・低温研・助教授  

長岡技術大・助教授  

37赤江 剛夫  

38上田  博  

39中尾 正義  

40菊地 勝弘  

41丸山  稔  

42柴田 英昭  

43遠藤 辰雄  

44来  信彦  



45片桐 千傍 北大・低温研・助手  昆虫の低温適応と脂質  

相境界の物性とミクロな物質移動に関する研究  

動画像処理法を使ったレーダー観測データの速度場解析  

北海道オホーツク海沿岸における海氷期の日射特性に関する研究  

氷の表面・界面の分子レベルでの構造の研究  

ヒト造血幹細胞の凍結保存  

カムチャツカ半島の氷河変動に関する研究  

オホーツク海の海氷が大気循環場に及ぼす影響  

水の凝固点近傍の液体状態におけるスローダイナミックス  

icefootを指標としたオホーツク海岸における温暖化にともな  

う地形変化の計測  

インパルス型多周期波アイスレーダシステムの開発  

中緯度季節海氷生態系の構造と機能の研究  

動植相互作用系の生態学的研究  

氷・雪結晶の形態形成  

北方域の生物の野外調査におけるRAPD法の活用に関する研究  

亜寒帯域草本植物における遺伝的変異・サイズ構造と多様性  

細胞の低温およびi東結に対する適応機構の解析  

季節的i東土と高山植生の相互作用  

流星バースト通信によるオホーツク海観測データ収集システム  

の開発  

？東上過程での水分と溶春物質の移動についての実験的研究  

寒冷海域における係留観測手法の確立  

ニカメイガにおけるi東結誘導機構の研究  

寒冷圏大気・海洋における隆起源有機物のフラックスの定量化  

寒冷外気利用による凍結濃縮  

極限状態に置かれた植物細胞の適応戦略  

路面積雪の変態に関する研究  

南極ドームコア氷の構造と流動特性の研究  

氷海域における波浪伝播特性に関する研究  

森林内雪面熟収支の一形態（特に樹幹の周りの融雪凹みの成因）  

樹木の寒冷地域への適応に関する細胞学的研究  

植物の対植食者防衛化学物質の比較生態学的研究  

酸性雪の化学物質の堆積・移動過程とその環境への影響評価に  

関する研究  

ゼニゴケ培養プロトプラストにおける耐凍性増大機構の解析  

アモルファス氷上における原子・分子反応素過程  

園芸作物組織の耐凍性獲得機構および凍結保存性の人為的制御  

に関する研究  

寒冷圏森林生態系の食葉性昆虫類に関する生命情報の捻合的管  

理システムの確立  

温暖変態による雪結晶の構造特性の研究  

カムチャツカ半島における現生および古環境に関する研究  

冬季オホーツク海の海洋観測一北太平洋中層水の起源を探る－  

氷河表面および底面における同位体効果に関する研究  

屋根雪の経時的性状変化およびその滑雪特性に関する研究  

連続観測ライダーによる雲の構造の解析  

複数観測角リモートセンシングによる北方湿地の植生の把握と  

分類に関する研究  

積雪流域における水および化学物質の循環過程  

氷床コアの電気的性質と化学物質の分布に関する研究  

寒冷地域における樹木の罷職防衛機構の多様性と環境生理学的  

研究  

北海道山岳地域の寒冷植物群の空間配置と多様性  

寒冷圏における地形形成作用に関する研究  

吹雪の微細構造に関する研究   

46清水 健司  

47横山 悦郎  

48中村 圭三  

49古川 義純  

50高橋 恒夫  

51成瀬 廉二  

52竹内 謙介  

53辻見 裕史  

54 田渕  洋  

55前  晋爾  

56福地 光男  

57東  正彦  

58入澤 寿美  

59冨山 清升  

60鈴木 和雄  

61宮脇 長人  

62大丸 裕武  

63福田  明  

64溝口  勝  

65牛尾 収輝  

66島田 公夫  

67大河内直彦  

68松田 従三  

69高部 圭司  

70藤野 和夫  

71成田 英器  

72堺  茂樹  

73／ト島 賢治  

74藤川 清三  

75市岡 孝朗  

岩手大・工・助教授  

山口大・工・助教授  

千葉敬愛短大・教授  

北大・低温研・助教授  

東大・医科学研・客員教授  

北大・低温研・助教授  

北大・低温研・教授  

北大・電子研・助教授  

法政大・経済・教授  

北大・工・教授  

極地研・教授  

京都大・生態学研究セ・教授  

学習院大・計算機セ・助教授  

茨城大・理・助手  

都立大・理・助教授  

東大・農学生命研究科・助教授  

森林総合研・東北支所・主任研究官  

静岡大・工・教授   

三重大・生物資源・助教授  

極地研・助手  

北大・低温研・助手  

北大・低温研・助手  

北大・農・助教授  

京都大・農学研究科・助教授  

道工大・教授  

北大・低温研・助教授  

岩手大・工・助教授  

北大・名誉教授  

北大・低温研・助教授  

名大・農■助手  

76宇治橋康行 福井工大・助教授   

77菅原 康剛 埼玉大・理・教授  

78渡部 直樹 北大・低温研・助手  

79原田  隆 北大・農・教授   

80戸田 正憲 北大・低温研・教授   

81伏見 碩二 滋賀県立大・環境科学・教授  

82山原系耕太郎  

83若土 正暁  

84 白岩 孝行  

85伊東 敏幸  

86竹内 延夫  

87吉野 邦彦   

88鈴木 啓助  

89ノト黒  責  

90小池 孝良  

91佐藤 利幸  

92 曽根 敏雄  

93佐藤  威  

上越教育大・助手  

北大・低温研・教授  

北大・低温研・助手  

道工大・講師  

千葉大・環境リモセン研究セ・教授  

筑波大・社会工学系・講師   

信州大・理・助教授  

道教育大旭川校・教授  

東京農工大・農・助教授   

信州大・理・教授  

北大・低温研・助手  

防災技研・主任研究官  
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94河村 公隆   

95今村  徹   

96森谷 武男   

97渡通 達郎   

98久保田康裕   

99知北 和久  

100渡部 潤一  

101竹内 倶佳  

102対馬 勝年  

103立花 義裕  

104和泉  薫  

ⅠⅠ．研 究 集 会  

1藤吉 康志   

2 福蔦 義宏   

3 本堂 武夫  

4 前野 紀一   

5 阿部 彩子  

北大・低温研・教授  

計量研・主任研究官  

北大・理学研究科・助教授  

日本海区水産研・研究員  

鹿児島大・教育・講師  

北大・理学研究科・助教授  

国立天文台・助手  
電気通信大・電気通信・教授  

富山大・理・教授  

東海大・文明研・講師  

新潟大・積雪地域災害研究セ・助教授  

アイスコア中の有機物の解析と地球環境変化の解読  

シングアラウンド法による凍土の物性の研究  

地震計を用いた雪崩の研究  

オホーツク海及び日本海の海氷・海洋結合モデルの開発  

北方林の遺伝的構造と更新動態  

地球温暖化によるヒマラヤ氷河湖の湖盆拡大の機構に関する研究  

太陽系外縁部の氷微惑星の研究  

海氷の音響氷厚計の開発  

酸性雲中での雪結晶の成長と雪結晶酸性化の機構  

1989年を境にしたオホーツク海の海氷量のジャンプ現象の解明  

模擬雪崩実験による雪崩流動機構の解明  

北大・低塩研・教授  

名大・大気水圏・教授  

北大・低温研・教授  

北大・低温研■教授  

東大・気候システム研究セ・助手  

雲内の物理・化学過程の解明  

寒冷地域における水・熟・炭素循環の季節変化・年々の機構解明  

氷およびクラスレート水和物のコンピュータモデル構築に関す  

る研究集会  

粒子・衝突・流れの研究集会  

古気候データ解析とGCM実験  

石
伊
本
成
 
 

画
 
 

企
 
 
信敬  北大・低温研・助教授  

東北区水産研・技官  

北大・低塩研・教授  

北大・低温研・助教授  

1
 
2
 
3
 
4
 
 

カナダ・アラスカ北極圏ユーコン河水循環の研究企画  

オホーツク海からの流出水とウルップ島沖の巨大渦の関係  

極地氷床コアの解析計画立案  

アンデス山脈の低一高緯度地域における氷河研究の企画  
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（平成8年度）  

職 名  氏  名  質  名  授 与 団 体   受 賞 論 文 等 名   受賞年月日   

教 授  芦 田 正 明  日本動物学会賞  H 本 動 物 学 会  昆虫のフェノール酸化酵素活性化系  

に関する研究   

教 授  青 田 昌 秋  北海道新聞文化賞  

（科学技術賞）   

助教授  大島慶一郎  日本海洋学会  

岡 田 賞   

（平成8年度）  

文部省科学研究費補助金  
（単位：千円）  

種  目  区  分  応募件数  決定件数  交付決定金額   

代  表   0   0   0  特  別  推  進  研  究  
分  担   0   0  

代  表   6   4   重   責  領  域  研  究            8，700  
分  担   3   2  

基  盤  研  究  
代  表   2   12，100  

（心  

分  担   7   5  

基  般  研  究  
代  表   19   22，300  

（功  

分  担   16   9  

基  盤  研  
代  表   17   7   7，600  

（C）  

分  担   5   2  

奨  励  研  究  伍）  4   2   2，000   

奨  励  研  （B）  3   200   

萌  芽  的  研  
代  表   5   3   5，200  究  
分  担   2   1  

代  表   10   4   15，200  国  際  学  術  研  究  
分  担   5   4  

代  表   0   0   0  特 別 研 究 促 進 費 等  

分  担   0  

学 術 定 期 刊 行 物  0   0   0  

研究成果公開  0   0   0  

促  進  費  タ ベ ー  ス  0   0   0  

研究成果公 開発表  0   0   0   

代  表   0   0   0  創 造 的 基 礎 研 究 費  

分  担   

代  表   0   0   0  C O E 形 成 基 礎 研 究 費  
分  担   0   0  

特  別  研  究  眉   奨  励   費  3   3   2，806   

代  表   78   37   76，106  
合  計  

◎ 文部省科学研究費補助金に代表者として応募した教官実数 48 人  
◎ 採択された教官実数 代表 謂 人  

分担11 人  

注 1 応募件数は、平成8年度として本学から応募した件数である。  

2 応募件数及び交付決定額は、平成9年3月31日現在のものである。   
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重点領域研究  （単位：千円）  

研究代表者  
研  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  
究  課  

平成8年度  平成9年度  平成10年度   

教授  

学的解析  

助教授  

収支過程  

教授  

構  

教授   1，000  

合  計  4 件   8，700   0   0   

基盤研究（A）  

研究代表者  
研  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  
究  課  

平成8年度  平成9年度  平成10年度   

教 授  本堂 武夫  極地氷床コアの物性と古環境シグナル   9，600  

教 授  芦田 正明  細菌細胞壁構成成分の微量検出・定量試薬の開発   2，500   

合  計  2 件   12，100   0   0   

基盤研究（B）  

研究代表者  
研  課  題   

交付決定飯  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  
究  

平成8年度  平成9年度  平成10年度   

教 授  芦田 正明  昆虫の生体防御における外骨格の役割   2，000   

助教授  石川 信敬  酸性雪の堆雪・蒸発・融雪・流出過程における酸惟度変化の研究  1，200   

教 授  若土iE暁  南極ポリニアの形成機構の研究   2，300  

教 授  香内  晃  水星間塵上での表面化学反応機構   1，500   

教授  700  

ツンドラとの対比を中心として－  

助手  1，100  

機構の解明  

1，200  

化のための実験  

教授  800  600  

よび水天体衝突の研究  

教授   1，900  1，200  

助 手  荒川 政彦  その場観察による水天体の衝突破壊破片速度の測定   5，900  1，100   800   

教 授  河村 公隆  極城エアロゾルの有機地球化学的研究：自然及び人為起源物質の  1，300  

長距離輸送と変質   

合  計  11件   22，300  8，900  2，000   

基盤研究（C）  

研究代表者  
題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   
研  究  課  

職 名  氏   名  平成8年度  平成9年度  平成10年度   

助教授  遠藤 辰雄  降雪粒子の形成過程を考慮した酸性雪の形成機構の研究   900   

助教授  成田 英器  氷床浅層部から採取された雪コアの年代決定に関する実験的研究   800   

助 手  石崎 武志  凍上中のメタンハイドレイドの生成・解離に関する実験的研究   500   

教 授  竹内 謙介  中高緯度で沈み込んだ海水の熱帯太平洋への影響   1，500   

教授  700  

系統解析  

助教授   1，700  100   100  

教 授  原 登志彦  様々なタイプの森林植物群衆における多種の共有に関する一般理   700  

議巨㍉群衆拡散モデルー   

合  計  7 件   7，600   800   100   

奨励研究（A）  

研究代表者  
題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   
研  究  課  

職 名  氏   名  平成8年度  平成9年度  平成10年度   

助 手  白岩 孝行  山地稜線における積雪の吹き溜まり機構に関する研究   1，000  

助教授  中塚  武  海洋のグローバル栄養塩循環を解明するための硝酸の窒素同位対  1，000  

比の極微量測定法の開発   

合  計  2 件   2，000   0   0   
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奨励研究（B）  

研究代表者  
題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   
研  課  

職 名  氏   名  平成8年度  平成9年度  平成10年度   

技 官  大井 正行  ナグレ内部の風測定用高精度アナログ積分器の開発   200  

合  計  1 件   200   0   0   

研究代表者  
研  課  題   

交付決定額  翌年度以降の内約廟   

職 名  氏   名  
究  

平成8年度  平成9年度  平成10年度   

助教授  古川 義純  樹枝状結晶先端での多重震動モードの発見   1，600   

助 手  荒川 政彦  星雲ガスの集積に伴う星間塵の熟変成作用   1，600   500  

教 授  喬内  晃  生物有機化合物の光学活性の宇宙起源   2，000   

合  計  3 件   5，200   500   0   

国際学術研究  

研究代表者  
題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   
研  究  課  

職 名  氏   名  平成8年度  平成9年度  平成10年度   

教授  

の研究  

教授  

変遷に関する研究  

教授   3，100   

教 授  原 登志彦  草原植物群集における種多様性の維持機構   3，700  3，700   

合  計  4 件   15，200  11，700  4，000   

特別研究員奨励費  

研究代表者  
研  究  課  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  平成8年皮  平成9年度  平成10年度   

PD  

せた自然選択過程の解明  

助手   906   

外国人特別  Li，Bo  固体間競争と資源獲得様式に関連した植物の生物量分配率と可澗   700   400   0  

研究眉  性   

合  計  3 件   2，806  1，600  1，200   
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平成8年度文部省科学研究費補助金以外の各省庁等からの研究費  
（単位：千円）  

職 名  氏   名  各省庁名  研究費の名称   研  究  課  題   金 額   

助 手  石井宕之  文 部 省  在外研究員  寒冷地における水・植生・土壌の相互影響効果に関する研  
究   

教 授  香内  晃  宇宙科学  350   

研究所   

助 手  荒川 政彦  宇宙科学  280   
研究所  

文部省   520   
派遣研究員  

国際研究集合  370   
派遣研究員  

海外研究開発動  864   
向調査費  

宇宙基地利用   
研 究 所  基礎実験費  に対する微小重力の効果   

合  計  7  件  8，183   

研究助成団体等から研究助成金  
（単位：千円）  

職 名  氏   名  財団名  研究助成金の名称   研  究  課  題   金 額   

教 授  福田 正己  地球環境  300   
財 団  

住友財団   
活動の復元   

合  計  2  件  500   

（平成8年度）  

受託研究関係   
（単位：千円）  

受入教官名等  委  託  先   研  課  願   金 額   

教 授 芦田 正明  農林水産省蚕糸・昆虫  
農業技術研究所   

助教授 石川 信敬  北海道開発局開発土木  2，000   
研究所   

教 授 福田 正己  環境庁国立環境研究所  平成8年度シベリア）束土地常における温室効果のフィードバック  2，500  
の評価に関する研究   

助教授 中塚  科学技術振興事業団  アイソトボマー方法論による大気中の有機分子の起源及びその光  1，000  
化学酸化過程の解析   

合  計   4  件  7，591   

奨学寄附金・民間等との共同研究  
（単位：千円）  

奨  学  寄  附  金  民 間 等 と の 共 同 研 究   

件  数   金  額   件  数   金  額   

20   14，500  
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在籍者数大学院博士前期  

（修士）課程学生  

平成9年4月1日現在  

専  攻   1 年   2 年   計   

地球環境科学研究科  

地圏環境科学専攻   10   21   

生態環境科学専攻   6   7   13   

大気海洋圏環境科学専攻   6   17   

計   27   24   51   

大学院博士後期  
課程学生  専  攻   1 年   2 年   3 年   計   

理学研究科  

地球物理学専攻   0   0   1   

地球環境科学研究科  

地圏環境科学専攻   5   4   16   

生態環境科学専攻   6   3   9   18   

大気海洋圏環境科学専攻   5   5   0   10   

計   16   17   45   

研 究 生  
所 属 部 門   人  数   

寒冷海洋圏科学   3   

寒冷陸域科学   2   

低温基礎科学   0   

寒冷圏総合科学   0   

計   5   

研究テーマ寒冷海洋圏科学部門  
野中 正見 中高緯度域と熱帯域を結ぶ海洋循環が気候に及ぼす影響 （地球環境科学研究科 博士2年）  

細田 滋毅 海洋の西岸境界の構造に関する研究 （地球環境研究科 博士2年）  

鈴木 立郎 赤道太平洋での大気海洋相互の研究 （地球環境研究科 博士2年）  

豊田 威信 オホーツク海の海氷の成長履歴 （地球環境研究科 博士2年）  

牛山 朋来 TOGACOARE期間中に観測された対流システムの構造と周辺大気場との相互作用（地球環境科  

学研究科 博士2年）  

岩本 勉之 オホーツク海における大気一海洋一海氷の相互作用についての研究 （地球環境科学研究科 博士  

1年）  

オホーツク海の海氷の拡大過程 （地球環境科学研究科 博士1年）  

オホーツク海の季節・経年変動 （地球環境科学研究科 博士1年）  

極域・亜極域での中深層水形成機構 （地球環境科学研究科 博士1年）  

板前線周辺のエアロゾル濃度の変動特性とそのメカニズム （地球環境科学研究科 博士1年）  

黒潮、親潮混合水域における春季水温塩分構造の解析 （地球環境科学研究科 修士2年）  

海洋の赤道不安定波と海上風の相互作用 （地球環境科学研究科 修士2年）  

季節海氷域の海氷融解過程 （地球環境科学研究科 修士2年）  

オホーツク海南部海域における海氷の実態把握 （地球環境科学研究科 修士2年）  

父島で］采取された海洋エアロゾル中の有機・無機化合物の分布と季節変化 （地球環境科学研究科  

木村 詞明  

伊東 素代  

清水 大輔  

青木 一真  

高山 智美  

橋爪  寛  

二橋 創平  

ノト野 修史  

石村  豊  

修士2年）  

斉藤 拓也 海洋大気中の非メタン炭化水素の測定 （地球環境科学研究科 修士2年）  

大場  玲 南極低層水の形成過程 （地球環境科学研究科 修士1年）  

′ト日向邦夫 南極海水域の大気・海洋相互作用 （地球環境科学研究科 修士1年）  

松田 伸彦 海氷の成長過程 （地球環境科学研究科 修士1年）  

大西ゆみ子 オホーツク海の海水域における大気・海洋相互作用 （地球環境科学研究科 修士1年）  

今西 克也 北太平洋海洋境界層のエアロゾル中に存在する水溶性有機化合物の分布と挙動 （地球環境科学研  

究科 修士1年）  

加地  貴 北太平洋及びベーリング海における懸濁粒子中の脂質の鉛直分布に関する研究 （地球環境科学研  
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究科 修士1年）  

竹本 紀之 南大洋における深海堆積物中の脂質成分に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

成川 正広 ポーラーサンライズ期における北極エアロゾル中の低分子ジカルポン酸類の粒経別濃度変化 （地  

球環境科学研究科 修士1年）  

山本 芳樹 南極氷床コア（ドームF）中の有機化合物に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

小松  渉リモートセンシングによるオホーツク海氷の研究 （研究生）  

末吉惣一郎 降雪雲の構造を主にレーダーデータを用いて解析の研究 （研究生）  

囲山 憲一 メソスケールモデルのパラメタリゼーションの開発 （研究生）  

寒冷陸域科学部門  
竹谷 敏 高圧下におけるクラスレート水和物の生成過程に関する研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

宮本  淳 氷床コアの力学特性に関する研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

八久保晶弘 積雪表面霜の研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

堀川信一郎 クラスレート水和物の分子動力学シミュレーション （地球環境科学研究科 博士2年）  

鎌田  慈 着雪氷の研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

根本 征樹 吹雪の内部構造の研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

伊藤 陽一 雪崩のダイナミックスに関する研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

遠藤 隆裕 キツリ7ネ個体群内の耐病性・繁殖スケジュールの遺伝的分化とその適応評価 （地球環境科学研  

究科 博士1年）  

松岡 健一 電波リモートセンシングによる氷河・氷床内部構造の3次元的探査 （地球環境科学研究科 博士  

1年）  

山口  悟 多年性雪渓から氷河への遷移過程 （地球環境科学研究科 博士1年）  

松元 高峰 氷河底面における水循環過程 （地球環境科学研究科 博士1年）  

藤井 道子 氷床コアの内部介在物に関する研究（地球環境科学研究科 修士2年）  

森川 公彦 氷の格子欠陥に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

佐藤 軌文 シベリア永久凍土地帯の水文 （地球環境科学研究科 修士2年）  

海原 拓哉 霜ぎらめ弱屑の基礎的研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

飯塚 芳徳 南極氷河底面の物理、化学分析 （地球環境科学研究科 修士2年）  

山本 涼子 森林流域の湧水の流域過程 （地球環境科学研究科 修士1年）  

山田 高詞 雪崩発生機構の解明と予測手法の検討 （地球環境科学研究科 修士1年）  

光石 大介 年輪解析による北方森林の更新・維持機構（地球環境科学研究科 修士1年）  

杉江 伸祐 氷河内の水路の形成 （地球環境科学研究科 修士1年）  

今野 朋子 森林の蒸発散の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

葛西 勝昭 鉄道車輌への着雪氷 （研究生）  

須澤 啓一 積雪の反射特性の研究 （研究生）  

低温基礎科学部門  
長尾 学 淡水産藻類の耐凍性機構 （地球環境科学研究科 博士3年）  

小池 倫也 アブシジン酸による′ト麦培養細胞の耐凍性誘導機構（地球環境科学研究科 博士3年）  

杉 紀夫 氷の衝突蒸発に関する実験的研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

大西 敦 寄生による血中発育阻害ペ70チド上昇のメカニズム （地球環境科学研究科 博士3年）  

佐藤 暖 昆虫外皮のフェノール酸化酵素前駆体活性化系に関する研究（地球環境科学研究科 博士3年）  

野口 浩史 発育阻害ペプチドの作用機構 （地球環境科学研究科 博士3年）  

長島 和茂 →方向凝固により成長する氷結晶の研究（地球環境科学研究科 博士3年）  

木封甫幸之助 粒子跳躍に着目した動的吹雪モデルの研究（地球環境科学研究科 博士2年）  

字梶 徳史 木本植物の耐凍性機構（地球環境科学研究科 博士2年）  

河村 幸男 液胞膜HMATPaseの分子構造と機能に関する生化学的研究（地球環境科学研究科 博士2年）  

帖佐 直幸 昆虫のプロフェノールオキンターゼカスケートを構成するセリンプロテアーゼ前駆体に関する研究  

（地球環境科学研究科 博士1年）  

松本  均  

安留  哲  

豊山 孝子  

一戸 理樹  

花崎  充  

桑原 憤子  

田辺 周一  

堀井 便和  

昆虫自殺タンパク質の精製及び作用機構 （地球環境科学研究科 博士1年）  

氷の摩擦メカニズムの研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

雪の庄密メカニズムの研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

氷の斜め衝突の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

凍結による細胞膜蛋白質の消失機構（地球環境科学研究科 修士2年）  

小麦培養細胞の分泌蛋白質に関する生化学的研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

氷天体の物質科学的研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

氷星間塵上での星間水素分子の形成機構（地球環境科学研究科 修士2年）  
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朝野 維起 昆虫体液から外皮へのタンパク移送機構と外皮構築機構に関する研究 （地球環境科学研究科 修  

士2年）  

田中康次郎 ポリドゥナウイルス感染の分子機構 （地球環境科学研究科 修士2年）  

水上 直己 雪氷の摩擦と付着の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

高橋 哲也 アモルファス氷の欠陥構造 （地球環境科学研究科 修士1年）  

内山 雅史 彗星の内部構造 （地球科学研究科 修士1年）  

渡連  慶 氷結晶の界面構造の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

竹田 憲之 氷結晶のパターン形成の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

寒冷圏総合科学部門  
原田鉱一郎 永久凍土の電気的性質に関する研究 （理学研究科 博士3年）  

長岡 大輔  

金  単三  

福井 晶子  

丹羽 真一  

村上 正志  

森  淳子  

小倉 純一  

松下剛太郎  

朗  耀光  

シベリア永久凍土の地下水形成環境の研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

土の凍上 抑制に関する研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

果実をめぐる生物相互作用 （地球環境科学研究科 博士3年）  

亜寒帯植物の開花フユノロジーの適応性 （地球環境科学研究科 博士3年）  

森林における鳥類の役割 （地球環境科学研究科 博士3年）  

構造土の形成過程と環境に関する研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

クモ顆の採餌様式を利用した群集構造の解析 （地球環境科学研究科 博士2年）  

ヤナギとヤナギにゴールを作るハバナの相互作用 （地球環境科学研究科 博士1年）  

PhylogenyofthegenusLord＊hosaanditsrelatedtaxa（Diptera：Drosophilidae） （地球環境  

科学研究科 博士1年）  

宮坂  仁 河川の底生無脊椎動物群集の形成に対する捕食性魚類の役割 （地球環境科学研究科 博士1年）  

塚本 康黄 土の凍結過程での塩分拡散についての研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

田辺 慎一 森林の3次元構造とショウジョウバエ群集の多様性 （地球環境科学研究科 修士2年）  

原  拓史 落葉樹の展菓と鱗週目幼虫，その天敵の相互作用 （地球環境科学研究科 修士2年）  

加賀田秀樹 ヤナギと潜菓性鱗週目の相互作用 （地球環境科学研究科 修士2年）  

長谷川久展 地球温暖化による永久凍土の融解の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

大谷  功 テンマアザミとエゾアザミテントウの相互作用 （地球環境科学研究科 修士1年）  

谷戸 孝史 カメノコハムシとエゾアザミ，天敵の相互作用 （地球環境科学研究科 修士1年）  

林  珠乃 ヤナギルリハムシの生態 （地球環境科学研究科 修士1年）  

細野 雅弘 菜食者がサクラソウ（乃イ∽〟わざダβ∂oJdダブ）の種子生産および成長に与える影響について （地球環  

境科学研究科 修士1年）  

平成9年5月1日現在  

日本学術特別研究員  

振興会霊本明≡言霊歪冤芸≡≡ご警芸芸讐i孟芸芸‡慧≡禁ル変動の相互作用の数値的研究  

石原 道博 多化性植物食昆虫の生活史形質に見られる表現型可塑性を進化させた自然選択過程の解明  

外国人特別研究員  
MCEIⅥrADJE 雪崩，吹雪現象を記述する包括的数値モデルの開発  

李  博 固体閲読争と資源獲得様式に関連した植物の生物量分配率と可塑性  

KOSTAL．Ⅴ．昆虫耐寒性の遺伝学的解析  

盛  燈 地下水浸透が永久i束土の活動層に与える影響の研究  
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出版物（平成8年度に当研究所が出版したもの）  

低温科学 物理篇資料集 55輯，229頁．  

平成9年4月1日現在  
図  書1．蔵 書 数  

図  書  雑  

全所蔵冊数  和  書  洋  書  仝所蔵種類数  和 雑 誌  洋 雑 誌   

28，087冊  8，563冊  19，524冊  1，280橙   614稚   666種   

2．年間受入数  
図  書  雑  

稔受入冊数  和  書  洋  書  稔受入種類数  和 雑 誌  洋 雑 誌   

960冊   346冊   614冊   648稚   297椎   351椎   

3．年間貸出状況  

区    分  貸 出 者 数   計  貸 出 冊 数   計   所 内  所 外   所 内  所 外  職      員  178人  26人  204人  345冊  45冊  390冊  院生 ■ その他  210  99  309  404  151  555  計  388  125  513  749  196  945   

1 土地  

札幌 33，751mz  

紋別 3，462m2（庁舎敷地）  

145m2（艇庫敷地）  

799m2（公務員宿舎敷地）  

／合計 38，157mz  

2 建物  

札 幌 研究棟  2，892m2  

／／  1，065m2  

低温棟  2，342m2  

分析棟  1，623m2  

車庫他  525m2  

紋 別 研究棟  449m2  

／／  183m2  

宿泊棟  339m2  

艇 庫  70m2  

車庫他  135m2  
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問寒別 雪崩観測室  

苫小牧 凍上観測室  

母子里 融雪観測室  

／／  

渓流観測室  

計  

合計  

127m2  

81m2  

116m2   

9m2  

こうtllJ  

9，959m2  

（10，192m2）（公務員宿舎を含む）  
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技術部は第1～第3機器開発室、電子測定機器室、化学分析室、および流氷研究施設（紋別）  

の観測解析重から構成され、それぞれの専門の技術職月をもっている。そこでは研究支援のた  

め次のような重要な役割を担っている。①実験装置や計測・観測器材の設計および製作 ②各  

種の化学分析機器を用いた高精度の分析 ③既存装置の野外や低温度仕様への改良 ④特殊装  

置を用いた学生実験の指導。   

機器開発室には精密工作機械や木工加工機械を備え、各種材料の加工や実験装置・観測器材  

の設計製作、耐寒性向上の改良を行っている。近年ここで設計製作した特殊機器には次のもの  

がある。①氷コア採取用電動メカニカルドリル：南極・北極の氷河・氷床の氷資料採集用ドリ  

ルで卓越した性能には定評があり、世界各地の研究者から引合いがあった ②超高真空水際作  

成、評価装置：彗星や外惑星の起源を解明するためのシミュレーション装置で、超高真空下一263℃  

で氷膜を作成し、その構造を調べる装置である ③電気伝導度測定装置（EMC）：南極ドーム氷  

床掘削現場で使用する氷コアの解析装置。長さ2mの氷試料の伝導度が連続測定できる。   

流氷研究施設には、オホーツク海沿岸に3基のレーダ局、紋別港に結氷域気象海象観測塔（海  

氷タワー）を備えており、観測解析室ではこれらの観測設備の保守、データ収集、資料解析お  

よび、海氷の実験指針・作業の安全マニュアルの作成を行っている。   

電子測定機器室では計測機器類とコンピュータのインターフェースの作成、各種レーダ（ド  

ップラー、ミリ波、音波）の運用、電子機器類の設計・製作・保守を行っており、また計測に  

関する技術相談にも応じている。成果の一例として、（∋超精密温度計ディジタルⅠ／0とパソコ  

ンのインターフェース ②超音波風速計4成分出力レベル変換器の設計製作 ③EWS（Engineer－  

ingWorkStation）によるドップラーレーダ・データの変換および光ディスクへの書き込み、  

読みだしプログラムの開発 ④ドップラーレーダの空中線仰角設定の自動化等がある。   

化学分析室では、主として昆虫の血液や外皮にごく微量に存在するタンパク質について既存  

の精製法および、分析法の改良にとりくんでいる。   

技術部組織図  

先任技術専門職月  

上  

技術官  

技術官  

技術官   

技術官   

技術官   

技術官  

機器開発技術主任   

所 長一 技術部長船副技術部長⊥技術班長  

（教官兼任）  （教官兼任）  

観測解析技術主任  

機器開発室での作業風景   サロマ湖周辺での気象観測風景  

36  



2階建、延べ床面積  1623m2  

空調実験室  16室（520m2）  

クリーンルーム  3室（111m2）  

低温クリーンルームー20℃ 2室（64m2）  

超低塩保存室  －50℃1室（65m2）  

低温保存室－20℃～－50℃1呈（41m2）  

低温圭  一20℃ 4室（137m2）  

低温室  ＋5℃～－20℃ 2室（49m2）  

一般低温室 甘ゼ聖彗。書  
中 低 温 室  
0℃－20℃  

準 備 室  
0℃－－20℃  

前    車  
0℃～20℃  

大型低温室 0℃－30℃  

低温風洞重 曹鳶ミ。を  

極低温重 量措蓋二旨呂芸  

精密低温室  

計  

22室（182m2）  

2室（61m2）  

2室（94m2）  

3室（30m2）  

1室（86m2）  

2室（157m2）  

2室（18m2）  

2室（24m2）  

36室（652m2）  

1 機械類  

ユニット冷？東機  

2基（風洞系プライン用）  

2基（－28℃プライン用）  

2基（－48℃プライン用）  

冷  凍  機  2基（極低温室直冷用）  

クーリングタワー  2基   

操作監視盤  2面   

自家用発電機 1基  

2 面 積  

低温機械室 287m3   

監  硯  室 32m2   

自 家発電量 32m2  

計  351m2  

雪崩観測室 雪崩及び雪崩に関する斜面積雪の諸現象を継続的に観測、実験するため北大天塩  

地方演習林内（問寒別）に設置されている。  

凍上観測室 凍上現象を継統的に観測するため野外現場を設定し、併せて凍上防止対策を基礎  

的に研究するため、北大苫小牧地方演習林内に設置されている。  

融雪観測室 融雪現象並びに融雪水の河川への流出機構などを調査研究するため、北大雨竜地  

方演習林内（母子里）に設置されている。  
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1．リアルタイム画像処理装置  

2．マイケルソン顕微鏡干渉計  

3．極低温質量分析装置  

4．超高真空反射電子回析装置  

5．偏光解析装置  

6．マッハツユング一千渉装置  

7．光ファイバー流速計  

8．低温風洞装置用送風モーター及び  

風速制御装置  

9．テンシロン万能試験機  

10．リアルタイム画像アナログ高速  

シス丁ム  

11．自記式流向流速計  
12．オートラブ誘導起電式塩分計  

13．シュリーレン法測定装置  

14．冷i束顕微鏡  

15．プログラムフリーザー  

16．高分解能核磁気共鳴装置  

17．顕微鏡用薄片作成機  

18．高感度イオン分析システム  

19．超低温試料観察電子顕微鏡システム  

20．水分検層自動計測システム  

21．高感度示差走査熱量計  

22．凍上試験装置  

23．電気探査装置  

24．細胞膜超微流動測定装置  

25．レーザー低温顕微鏡  

26．光学顕微鏡用画像処理システム  

27．係留ゾンデシステム  

28．水文気象観測システム  

29．高速液体クロマトグラフ  

30．液体シンチレーションカウンター  

係留ゾンデシステム  

31．気象衛星受画装置  

32．ドップラーソーダーシステム  

33．ラジオゾンデ自動追跡装置  

34．高速三次元トップラーレーダー装置  

35．ゾンデ回収用受信装置  

36．大気境界層観測用レーダーシステム  

37．流氷観測用レーダー  

38．流氷レーダー信号処理装置  

39．レーダー映像記鐘再生装置  

40．超音波波高計  

41．流氷領域気象海象観測システム  

42．超′ト型超音波風速温度計  

43．赤外線方式炭酸ガス水蒸気変動システム  

44．気象海象データ光伝送システム  

45．CTD測定システム  

46．万能材料試験機（インストロン）  

47．高速度動作解析システム  

48．リモートセンシングシステム  

49．赤外線温度解析装置  

50．低温顕微画像解析システム  

51．植物低温育成チャンバー  

マッハツェンダー干渉装置  

52．フーリエ変換顕微赤外分光測定装置  

53．アミノ酸シークエンサー  

54．超遠心機  

55．多波長検出器付HPHL  

56．着氷力測定装置  

57．フーリエ変換赤外顕微分光装置  

58．近赤外ビデオカメラ  

59．共焦点レーザー走査顕微鏡システム  

60．自動Ⅹ線回折装置  

61．SMARTSystem／JL Peak  

モニターシステム  

62．CN分析システム  

63．生体成分解析システム  

64．イメージング解析システム  

65．レーザーイオン化質量分析計  

66．ガスタロマトグラフ質量分析計  

67．長距離顕微鏡  

68．DNA分析システム  

69．顕微ラマン分光測定装置  

70．レーザートモグラフィー   
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162  

低   第3腑印発室  

（木材）  

準  
大低温室 備風洞室  

165  

低温棟1  

研究棟1  

113114 115  123 124   126  

W  生  
生物適応  生物適応  生命鱒学  

配 電 室     生化学測定室  
研念RI実験室  

細胞生物学実験壷  低生 要応  生化学実験垂  
室  C   究学 室  

生  生  生  生  惑   感   生   生  

蔓  室  室   重   量  壷   垂   玄関   ／レ  

112   111 110109 108 107106   105   104 103            102 101 129  128 127  126  
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研究棟3階  

316  317  318  319  320  321322 323   324   

氷河氷床  W  

海洋実験室   会 議 室  
第 究一 協研 カ  書ヰ  

C  室   

冒   雪   図書事務室  
雪   氷  雪  雪  海  海  海  雪  気 侯  亜Il   図書掛閲覧室   

員  ミ環  授環   
室   垂  室  垂   氷                          所長室  授象   

315 314 313 312 311310 309 308 307 306 305 304   303  302 301 327 326  325  

277  276  2fi7 

NMR室  

265     生物圏変動    275  
惑星科学  

278  

低温胃壁室（Z）  

263  

生物多様性  
279  W・C  

273 海†羊環境  

280  

分析棟2  

258 257 

255  

262  低 温 風 洞 室  
璽  

雪氷相転移   251  
助教授垂  

低温棟2  

研究棟2  

212213 2142  216217  221222223 224225  

等憂 生物多様    融点雪氷   複 写  男休  骨 壇 低  苦 準恒   

妄様 槻垂  衣  謡温  
室  W・C  子  書  女 子   

環  環  生  生  生   融  薩l  気   雪   雪   粛軍  事 慈 量    事  大  大  大  大 気海洋   境   

室   
211   210 209 208 207 206 205 204 203 202  201  230 229 228 227    226  
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●海外学術研究地点  
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